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第１編　総　　則

（この規則の目的）
第　１　条　この規則の目的は、京成電鉄株式会社（以下「当社」という。）の旅
客の運送およびこれに附帯する入場券の発売の事業（以下「旅客の運送等」とい
う。）について合理的な取扱方を定め、もって利用者の便利と事業の能率的な遂
行を図ることを目的とする。

（適用範囲）
第　２　条　当社線のうち、京成本線・東成田線・押上線・金町線・千葉線および
千原線（以下「京成電鉄線」という。）による旅客の運送等については、別に当
社が公示する場合を除いて、この規則を適用するほか、この規則に定めのない事
項については、次のとおりとする。なお、他運輸機関との各駅相互間において、
連絡運輸となる場合の取扱いについては、東日本旅客鉄道株式会社（以下「旅客
鉄道会社」という。）が制定する旅客連絡運輸規則を準用する。
（１） 旅客営業取扱基準規程
（２） ＩＣカード乗車券取扱規則
（３） ＩＣカード乗車券取扱基準規程
（４） 外国人向けＩＣカード乗車券取扱規則
（５） 旅客取扱関係単行規程類集
（６） 旅客連絡運輸規則（東日本旅客鉄道株式会社公告第21号）
（７） 旅客連絡運輸取扱基準規程（東日本旅客鉄道株式会社営達第21号）
（８） 学校および救護施設指定取扱規則（東日本旅客鉄道株式会社公告第6号）
（９） 学校および救護施設指定取扱基準規程（東日本旅客鉄道株式会社営達第

13号）
２　当社線のうち、成田空港線による旅客の運送等については、成田空港線に適用
する規則（以下「成田空港線規則」という。）を別に定める。

３　当社は、この規則を相当な範囲で変更することがある。この場合、当社は変更
の時期および変更内容を予め当社ホームページ等への掲載等により告知するもの
とする。

（用語の意義）
第　３　条　この規則におけるおもな用語の意義は、次のとおりとする。
（１）「当社線」とは当社の経営する鉄道線をいい、京成上野～成田空港間（以

下「京成本線」という。）、京成成田～東成田間（以下「東成田線」と
いう。）、青砥～押上間（以下「押上線」という。）、京成高砂～京成
金町間（以下「金町線」という。）、京成津田沼～千葉中央間（以下
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「千葉線」という。）、千葉中央～ちはら台間（以下「千原線」とい
う。）および印旛日本医大駅を経由する京成高砂～成田空港間（以下
「成田空港線」という。）を路線区分とする。

（２）「駅」とは旅客の取扱いをする停車場・案内所をいう。
（３）「乗換駅」とは当社線内の他の路線に乗換えるため、一旦改札を出場する

駅をいう。
（４）「列車」とは旅客の運送を行う電車をいう。
（５）「特別急行列車」とはスカイライナー、シティライナー、モーニングライ

ナーおよびイブニングライナーをいう。
（６）「スカイライナー」とは成田空港線を運行する座席指定列車をいう。
（７）「シティライナー」とは京成本線を運行する座席指定列車をいう。
（８）「モーニングライナー」とは京成本線を運行する座席指定列車をいう。
（９）「イブニングライナー」とは京成本線を運行する座席指定列車をいう。
（10）「乗車券類」とは乗車券および特別急行券をいう。
（11）「特別急行券」とはスカイライナー券、シティライナー券、モーニングラ

イナー券およびイブニングライナー券をいう。
（12）「旅行開始」とは旅客が旅行を開始する駅において、乗車券の改札を受け

て入場することをいう。ただし、駅員無配置駅から旅客が乗車する場合
は、その乗車することをいう。

（運賃・料金前払の原則）
第　４　条　旅客の運送等の契約の申込みを行おうとする場合は、旅客は現金を
もって所定の運賃・料金を提供するものとする。ただし、当社において特に認め
た場合は、後払とすることができる。

２　前項の規定にかかわらず、次の各号に定める運賃・料金については、当社にお
いて特に認めたクレジットカードによって支払うことができる。
（１） 定期旅客運賃
（２） 特別急行料金
（３） 特別急行券と同時に使用する普通乗車券の普通旅客運賃

３　別に定めるカードのＳＦによって、乗車券類への引換えができるものとする。

（契約の成立時期および適用規定）
第　５　条　旅客の運送等の契約は、その成立について別段の意思表示があった場
合を除き、旅客が所定の運賃・料金を支払い、乗車券類等その契約に関する証票
の交付を受けた時に成立する。

２　前項の規定によって契約の成立した時以後における取扱いは、別段の定めをし
ない限り、すべてその契約の成立した時の規定によるものとする。
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（旅客の運送等の制限または停止）
第　６　条　旅客の運送等の円滑な遂行を確保するため、必要があるときは次の各
号に掲げる制限または停止をすることがある。
（１） 乗車券類および入場券の発売駅・発売枚数・発売時間・発売方法の制限

または発売の停止
（２） 乗車区間・乗車方法・入場方法または乗車する列車の制限
（３） 手回り品の長さ・容積・重量・個数・品目・持込区間または持込みの列

車の制限
２　前項の制限または停止をする場合は、その旨を関係駅に掲示する。

（運行不能の場合の取扱方）
第　７　条　列車の運行が不能となった場合は、その不通区間内着となる旅客また
はこれを通過しなければならない旅客の取扱いをしない。ただし、運輸上支障の
ない場合で、かつ、旅客が次の各号に掲げる条件を承諾するときは、その不通区
間内着または通過となる乗車券を発売することがある。
（１） 不通区間については、任意に旅行する。
（２） 不通区間に対する旅客運賃の払いもどしの請求をしない。
２　前項ただし書きの規定は、特別急行券について、これを準用する。ただし、不
通区間通過となる場合で、その前後の区間の乗車列車について接続の手配を講じ
たときに限る。

３　列車の運行が不能となった場合であっても、当社において他運輸機関の利用ま
たはその他の方法によって連絡の措置をして、その旨を関係駅に掲示したとき
は、その不通区間は開通したものとみなして旅客の取扱いをする。

（営業キロ程のは数計算方）
第　８　条　営業キロ程を用いて運賃・料金を計算する場合の１キロメートル未満
のは数は、１キロメートルに切り上げる。

（期間の計算方）
第　９　条　期間の計算をする場合は、その初日は時間の長短にかかわらず、１日
として計算する。
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（乗車券類等に対する証明）
第　１０条　当社において、乗車券類等・旅客運送等の契約に関する証票に証明を
行う場合は、当該証票にその証明事項を記入し、相当の証印を押す。

（旅客の提出する書類）
第　１１条　旅客の運送等の契約に関して、旅客が当社に提出する書類は、墨・イ
ンキまたはボールペンをもって記載し、かつ、特に定めるものについては、これ
に証印を押すものとする。

２　旅客は前項の規定による書類の記載事項の一部を訂正した場合は、その訂正箇
所に相当の証印を押すものとする。

３　第１項の規定にかかわらず、定期乗車券購入申込書については、鉛筆で記載す
ることができる。この場合、前項の規定は適用しない。

４　旅客から提出を受けた書類および書類の記載事項は、運送等の契約に関しての
み使用する。ただし、当社が別に明示した場合を除く。
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第２編　旅客営業
第１章　通　　則

（特別急行料金を収受する列車の施設の表示）
第　１２条　特別急行料金を収受する列車については、旅客の見やすい箇所に相当
の表示を行う。

（乗車券類の購入および所持）
第　１３条　列車に乗車する旅客は、その乗車に有効な乗車券を購入し、これを所
持しなければならない。

２　前項の規定によるほか、旅客が特別急行列車に乗車する場合は、次の各号に定
めるところにより、その乗車に有効な乗車券類を購入し、これを所持しなければ
ならない。
（１） シティライナーに乗車するときは、シティライナー券
（２） モーニングライナーに乗車するときは、モーニングライナー券
（３） イブニングライナーに乗車するときは、イブニングライナー券

３　前各項の規定にかかわらず、駅員無配置駅から乗車する旅客または係員の承諾
を得て、乗車券類を購入しないで乗車した旅客は、列車に乗車後において、直ち
に相当の乗車券類を購入するものとする。

（営業キロ程）
第　１４条　旅客運賃・料金の計算その他の旅客運送の条件をキロメートルをもっ
て定める場合は、別に定める場合を除き、営業キロ程による。

（駅員無配置駅の旅客の取扱方）
第　１５条　駅員無配置駅から乗車する旅客の取扱いは、列車の乗務員が行う。

第　１６条　削　除

第　１７条　削　除
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第２章　乗車券類の発売
第１節　通　　則

（乗車券類の種類）
第　１８条　乗車券類の種類は、次のとおりとする。
（１） 乗車券

片道乗車券
イ 普通乗車券

往復乗車券

ロ 定期乗車券
通勤定期乗車券

通学定期乗車券

ハ 普通回数乗車券

ニ 団体乗車券
ホ 貸切乗車券

（２） 特別急行券
イ シティライナー券
ロ モーニングライナー券
ハ イブニングライナー券

（乗車券類の発売箇所および発売方法）
第　１９条　乗車券類は、駅において係員または乗車券類発売機により発売する。
ただし、特別急行券および定期乗車券は、当社の指定した駅において発売し、ま
た駅員無配置駅から有効となる乗車券類は、その駅員無配置駅に隣接する駅員配
置駅において発売する。

２　乗車券類を所持しないで、駅員無配置駅から乗車した旅客および係員の承諾を
得て乗車券類を所持しないで乗車した旅客に対する特別急行券は、前項の規定に
かかわらず、列車内において発売する。

３　乗車券類は、前各項に規定するほか、当社が臨時に設置した乗車券臨時発売所
または乗車券類の発売を委託した箇所において発売する。
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（乗車券類の発売範囲）
第　２０条　駅において発売する乗車券類は、その駅から有効なものに限って発売
する。ただし、別に定める場合を除き、次の各号に掲げる場合は、他駅から有効
な乗車券類を発売することがある。
（１） 特別急行券と同時に使用する普通乗車券を発売する場合
（２） 駅員無配置駅から有効となる普通乗車券または回数乗車券を、その駅員

無配置駅に隣接する駅員配置駅において発売する場合
（３） 定期乗車券・団体乗車券または貸切乗車券を発売する場合
（４） 特別急行券を発売する場合
２　車内において発売する乗車券類は、旅客の当該乗車に有効な特別急行券に限っ
て発売する。

（乗車券類の発売日）
第　２１条　乗車券類は、発売当日から有効となるものを発売する。ただし、別に
定める場合を除き、次の各号に掲げる乗車券類は、それぞれ当該各号に定めると
ころによって発売する。
（１） 普通乗車券

特別急行券と同時に使用する普通乗車券は、その特別急行券を発売する
日から発売する。

（２） 定期乗車券
有効期間の開始日の１４日前から発売する。

（３） 団体乗車券または貸切乗車券
運送引受後であって、旅客の始発駅出発日の１４日前から発売する。
ただし、別に定めるものについてはこの限りでない。

（４） 特別急行券
当該列車が始発駅を出発する日の１か月前の同じ日から発売する。

２　特別急行券の発売日は、前項の規定にかかわらず、別に定めることがある。
３　当社の指定した旅行業者が発売する乗車券類については、前各項の規定にかか
わらず、別に定める発売日から発売することがある。

（乗車券類の発売時間および発売区間）
第　２１条の２　駅において発売する乗車券類の発売時間および発売区間について
は、次の各号に定めるところによる。
（１） 発売時間については、その駅に発着する始発列車等の乗車に必要な時刻

から終発列車の発車時刻までとする。ただし、乗車券類の種類別の発売
時間を別に定めることがある。この場合、この旨を関係の駅に掲示する
ものとする。

（２） 発売区間については、前号に規定する発売時間内において、旅客の希望
する区間の乗車券類を発売する。ただし、普通乗車券および回数乗車券
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の発売区間については、別に定めることがある。

（乗車券類の購入申込書）
第　２２条　乗車券類を発売する場合は、駅に設備する購入申込書に必要事項の記
入を求めることがある。

（臨時特殊割引普通乗車券の発売）
第　２２条の２　当社が特に必要と認める場合は、臨時特殊割引普通乗車券を発売
することがある。

（伝染病患者に対して発売する乗車券）
第　２３条　伝染病患者に対して発売する乗車券は、貸切乗車券に限る。
　（注）　伝染病とは、感染症の予防および感染症の患者に対する医療に関する法

律（平成１０年法律第１１４条）に定める一類感染症、二類感染症、指
定感染症（同法第７条の規定に基づき、政令で定めるところにより、同
法第１９条または第２０条の規定を準用するものに限る。）、新型感染
症および新型インフルエンザ等感染症をいう。

（払いもどし等について特約をした乗車券類の発売）
第　２３条の２　当社が業務上特に必要と認めた場合は、旅客運賃・料金の払いも
どし、乗車変更の取扱いについて、特別の約束をして乗車券類を発売することが
ある。

（割引乗車券類の発売の制限）
第　２３条の３　旅客運賃割引証によって発売する割引乗車券は、旅客が駅員無配
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置駅から乗車する場合を除き、旅行開始前に限って発売する。

（割引乗車券等の不正使用の場合の取扱い）
第　２４条　旅客運賃割引証によって購入した割引乗車券、旅客運賃割引証または
通学定期乗車券もしくは通学証明書を使用資格者が不正使用し、または使用資格
者以外の者に使用させたときは、その使用資格者に対して、これらの乗車券の発
売を停止することがある。

（割引証が無効となる場合およびこれを使用できない場合）
第　２５条　旅客運賃割引証は、次の各号の１に該当する場合は、無効として回収
する。
（１） 記載事項が不明となったものを使用したとき。
（２） 表示事項をぬり消し、または改変したものを使用したとき。
（３） 有効期間を経過したものを使用したとき。
（４） 有効期間内であっても使用資格を失った者が使用したとき。
（５） 記名人以外の者が使用したとき。
２　旅客運賃割引証は、次の各号の１に該当する場合は、使用することができな
い。
（１） 発行者が記入しなければならない事項を記入していないものおよび発行

者または使用者が必要な箇所に押印していないもの。
（２） 記入事項を訂正した場合で、これに相当の証印のないもの。
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第２節　普通乗車券の発売

（普通乗車券の発売）
第　２６条　旅客が列車に乗車する場合は、次の各号に定めるところにより、片道
乗車券または往復乗車券を発売する。
（１） 片道乗車券

普通旅客運賃計算経路の連続した区間を片道１回乗車（以下「片道乗
車」という。）する場合に発売する。ただし、その経路が折返しとなる
場合を除く。

（２） 往復乗車券
往路または復路とも片道乗車券を発売できる区間を往復１回乗車（以下
「往復乗車」という。）する場合に発売する。ただし、往路と復路の区
間が異なるものを除く。

第　２７条　削　除

第　２８条　削　除

第　２９条　削　除

（被救護者割引普通乗車券の発売）
第　３０条　学校および救護施設指定取扱規則（東日本旅客鉄道株式会社公告第６
号）第２１条に規定する施設（以下「指定救護施設」という。）に保護され、ま
たは救護される者（以下「被救護者」という。）が旅行する場合で、第３１条の
規定による被救護者旅客運賃割引証を提出したときは、その旅客運賃割引証１枚
について１人１回に限り、片道または往復の割引普通乗車券を発売する。

２　被救護者が老幼・虚弱もしくは障害のため、または逃亡のおそれがあるため、
被救護者に付添人をつける場合で、被救護者とその付添人とが同時に同一の区間
の乗車券を購入するときは、被救護者１人について付添人１人に限って、前項の
規定を準用する。

３　前項の規定によって、付添人に対して割引普通乗車券を発売する場合は、被救
護者が往路用の片道乗車券を購入するときであっても、付添人に対して往復乗車
券を発売することがある。

（被救護者割引証）
第　３１条　被救護者は、前条の規定によって割引普通乗車券を購入する場合は、
当該指定救護施設の代表者から割引証の番号・指定番号・乗車区間・乗車券の種
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類・旅行証明書番号・被救護者の氏名および年令・付添人を必要とするときは付
添人の氏名および年令・有効期限・発行年月日・施設の所在地・名称ならびにそ
の代表者の氏名が記入され、発行台帳に対して契印の押された被救護者旅客運賃
割引証の交付を受けて、提出するものとする。

２　被救護者旅客運賃割引証の様式は、次のとおりとする。

３　被救護者旅客運賃割引証の有効期間は、発行の日から１か月間とする。

（乗継割引普通乗車券の発売）
第　３２条　旅客が、次に掲げる区間を連絡乗車する場合は、各運輸機関につい
て、　乗継割引普通乗車券を発売する。
（１） 当社線が発着となる場合

乗　継　割　引　適　用　区　間
当社線 接続駅 他社線

京成曳舟・八広
各駅

押上
都営地下鉄浅草線

本所吾妻橋・浅草
各駅

京成曳舟・八広
各駅

押上
東京メトロ半蔵門線

錦糸町・住吉
各駅

日暮里〜京成関屋 間

各駅

町屋

東京メトロ千代田線
千駄木〜綾瀬 間

東京メトロ日比谷線
南千住

各駅

町屋〜お花茶屋 間
各駅

京成関屋
（牛田）

東武伊勢崎線
曳舟〜五反野 間

各駅
船橋競馬場〜実籾 間
京成幕張本郷〜検見川 間

各駅
京成津田沼

新京成線
新津田沼〜習志野 間

各駅
お花茶屋〜江戸川 間

柴又・京成金町・京成立石
各駅

京成高砂
北総線

新柴又駅
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（２）当社が通過となる場合
乗　継　割　引　適　用　区　間

当社線 接続駅 他社線

押上〜京成高砂 間
押上 都営地下鉄線

全線各駅

京成高砂 北総線
各駅

　（注）当該区間の乗車券を当社では発売しない。

第　３２条の２　削　除
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第３節　定期乗車券の発売

第　３３条　削　除

第　３４条　削　除

（通勤定期乗車券の発売）
第　３５条　旅客が、次に定めるところにより乗車する場合で、定期乗車券購入申
込書に必要事項を記入して提出したときは、１か月、３か月または６か月有効の
通勤定期乗車券を発売する。

　　常時、区間および経路を同じくして乗車する場合
２　定期乗車券購入申込書の様式は次のとおりとする。

　表　　　　　　　　　　裏

（通学定期乗車券の発売）
第　３６条　指定学校（旅客鉄道会社が指定した学校をいう。以下同じ。ただし、
第４０条第１項第１号に規定する学生を除く。）の学生、生徒、児童または幼児
が、次の各号に定めるところにより乗車する場合で、その在籍する指定学校の代
表者において必要事項を記入して発行した通学証明書を提出したとき、または
第１７０条第１項第２号に規定する通学定期乗車券購入兼用の身分証明書を呈
示し、かつ、定期乗車券購入申込書に必要事項を記入して提出したときは、１か
月、３か月または６か月有効の通学定期乗車券を発売する。
（１） 居住地最寄り駅と在籍する指定学校最寄り駅との相互間を通学のため乗

車する場合
（２） 区間および経路を同じくして順路によって乗車する場合
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２　通学証明書の様式は次のとおりとする。

備考　（１）　必要により、様式の上部余白に、学校の最寄り駅欄を印刷する。
（２） 通信による教育を行う学校で面接授業または試験を在籍校所在地と

異なる場所で行う場合は、学校所在地欄の在籍校所在地住所上部に面
接授業会場または試験会場とかっこ書きし、当該面接授業または試験
会場所在地住所を記入する。

３　通学定期乗車券購入兼用の身分証明の様式は次のとおりとする。

備考　（１） 内には、学校種別または指定番号を表示する。
（２） この証明書に用いる写真は、証明書発行前６か月以内に撮影した縦

３㎝横３㎝の正面上半身のものとする。
（３） この証明書にはりつける写真は、証明書発行の日から１か月間に限

り、省略することができる。
（４） 中学校第３学年以下の生徒・児童および幼児の身分証明書は、写真

を省略したものとすることができる。



― 29 ―

旅客営業規則

（５） 必要により、通学定期乗車券購入兼用の身分証明書にあっては、様
式の上部余白に指定発売駅を表示する。

４　通学証明書の有効期間は、発行の日から１か月間とする。ただし、通学証明書
の表面余白に有効開始日または、有効期限の表示（赤書き）のあるものは、その
期間内の日を通学定期乗車券の有効期間の開始日とする場合に限る。

５　指定学校（ただし第４０条第１項第１号に規定する学生を除く。）の学生、生
徒もしくは児童が実習場等まで乗車する場合で、当社が必要と認めるときに限り
第１項の規定に準じて通学定期乗車券を発売する。

（定期乗車券の一括発売）
第　３７条　前２条の規定により定期乗車券を発売する場合は、別に定めるところ
により、これを一括して発売することがある。

２　前項の規定により定期乗車券を発売する場合で、当該定期乗車券の有効期限を
一定させる必要があるときは、別に定めるところにより、当該定期乗車券の所定
の有効期間には数となる日数を附加して発売することがある。
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（乗継割引定期乗車券の発売）
第　３８条　旅客が、次に掲げる区間を連絡乗車する場合は、各運輸機関について
乗継割引定期乗車券を発売する。

乗　継　割　引　適　用　区　間
当社線 接続駅 他社線

押上〜京成高砂 間
押上 都営地下鉄線

全線各駅

京成高砂 北総線
各駅

押上〜京成高砂 間
押上  東京メトロ線

全線各駅

京成高砂 北総線
各駅

（注）当該区間の乗車券を当社では、発売しない。
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第４節　普通回数乗車券の発売

（普通回数乗車券の発売）
第　３９条　当社が別に定める適用要件を満たした場合に限り、当社線の同一区間

を乗車する旅客に対しては、１１券片の普通回数乗車券を発売する。
２　前項の規定によって発売する普通回数乗車券の１券片は、片道乗車券を発売で

きる区間に限るものとする。

第　３９条の２　　削　　除

第　３９条の３　　削　　除

第　３９条の４　　削　　除

第　３９条の５　削　除

（通学用割引普通回数乗車券の発売）
第　４０条　指定学校のうち、次の各号に定める通信による教育を行う学校の学
生、生徒が、面接授業または試験のため区間および経路を同じくして順路によっ
て乗車する場合、その在籍する指定学校の代表者において旅客鉄道会社所定の様
式に必要事項を記入して発行した旅客運賃割引証を提出したときは、居住地最寄
り駅と当該指定学校の最寄り駅との区間について通学用割引普通回数乗車券を発
売する。
（１） 放送大学学園法（平成１４年法律第１５６号）第４条の規定により設置

された大学の学生
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（２） 通信教育を行う高等学校の生徒
２　前項の規定により提出する旅客運賃割引証の有効期間は、発行の日から１か月
間とする。

３　第１項の通学用割引普通回数乗車券を購入する場合に提出する旅客運賃割引証
の様式は次の各号のとおりとする。
（１） 放送大学の学生が提出する割引証は、放送大学の代表者において乗車区

間その他必要事項を記入したものとする。
　表 裏

（２） 通信教育を行う高等学校の生徒が提出する割引証は、指定学校の代表者
において乗車券の種類（「回数」と記入する。）・乗車区間その他必要事項を記
入したものとする。ただし、面接授業または試験期間の記入はしない。

　表 裏

備考　この様式は、必要に応じ、変更することがある。

第　４１条　削　除

第　４２条　削　除
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第５節　団体乗車券の発売

（団体乗車券の発売）
第　４３条　一団となった旅客の全員が、発着駅および経路を同じくし、その全行
程を同一の人員で旅行する場合であって、次の各号の１に該当し、かつ、当社が
団体として運送の引受けをしたものに対しては、団体乗車券を発売する。
（１） 学生団体

イ 次の１に該当する学校等の生徒等が２５人以上と、その付添人、当該学
校等の教職員（嘱託している医師および看護婦を含む。以下同じ。）また
は、これと同行する旅行業者とによって構成された団体で、当該学校等の
教職員が引率するもの。ただし、へき地教育振興法（昭和２９年法律第
１４３号）第２条に規定するへき地学校で、市町村教育委員会が証明した
ものの生徒または児童の場合は、その人員が２５人未満のときであっても
この取扱いをする。

（イ） 指定学校（ただし第４０条第１項第１号に規定する学生を除く。）
の学生・生徒・児童または幼児

（ロ） 児童福祉法第３９条に規定する保育所の児童及び同法３９条の２に
規定する幼保連携型認定こども園の児童

ロ イの付添人は大人とし、当該団体を構成する旅客が、次の１に該当する
場合に限るものとし、その人員は、その旅客１人につき１人とする。

（イ） 幼稚園の幼児、保育所及び幼保連携型認定こども園の児童または、
小学校第３学年以下の児童であるとき。

（ロ） 障害または虚弱のため、当社において付添を必要と認めるとき。
ハ イの旅行業者は、当該団体を構成する人員（旅行業者を含む。）が
１００人までごとに１人とする。

（２） 普通団体
前各号以外の旅客によって構成された２５人以上の団体で、責任ある代

表者が引率するもの。
（３） 訪日観光団体

訪日観光客１５人以上またはこれと同行する旅行業者（ガイドを含む。）
とによって構成された団体で、責任のある代表者が引率するものとする。
ただし、訪日観光客は、日本国在外外交官・入国審査官または社団法人日
本旅行業協会会長において発行した訪日観光団であることの証明書を所持
するものに限る。

２　普通乗車券を購入して乗車しようとする旅客が、前項に規定する団体への参加
等の事由により、団体旅客としての取扱いを希望する場合は、特別の約束を旅客
が承諾したときに限り、普通旅客運賃を収受して、団体乗車券を発売することが
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ある。
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第　４４条　削　除

（団体旅客運送の申込み）
第　４５条　第４３条の規定により団体乗車券を購入しようとする旅客は、あらか
じめその人員・行程・乗車すべき列車その他輸送計画に必要な事項を記載した団
体旅行申込書を提出して、団体旅客運送の申込みを行うものとする。ただし、当
社において特に認める場合は、団体旅行申込書の提出を省略することができる。

２　前項の規定による場合の申込者は、次のとおりとする。
（１） 学生団体

教育長または学校長（保育所の代表者を含む。以下この号において同
じ。）ただし、数校連合の場合で学校長が申込むときは、各学校長連名
とし、代表学校長名を明示するものとする。

（２） 普通団体
代表者または旅行業者

（３） 訪日観光団体
代表者または旅行業者

３　団体旅行申込書の記入方は、次の各号に定めるところによる。
（１） 申込者住所氏名欄には、前項に規定する申込者の住所氏名を記入する。
（２） 旅行業者住所氏名欄には、旅行業者があっ旋をした場合に当該旅行業者

の住所氏名を記入する。ただし、訪日観光団体および普通団体であって、
旅行業者が申込者の場合は、同欄の記入は省略する。

（３） 前項第１号の場合で数校連合のとき、または、第４３条第２項の規定に
より普通乗車券を購入して乗車しようとする旅客が団体旅客としての取扱
いを希望するときは、申込人員欄の所定欄に総申込人員を記入するほか、
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記事欄に関係学校別の人員または、普通乗車券を購入して乗車しようとす
る人員を明示するものとする。

４　団体旅行申込書の様式は、次のとおりとする。

（団体旅客運送の予約）
第　４６条　旅客から前条の規定による団体旅客運送の申込みを受けた場合で、当
社において運輸上の支障がない限り、当該団体旅客運送の引受けをする。

２　前項の規定により、団体旅客運送の引受けをしたときは、その申込者に次の様
式による団体旅行引受書を交付する。ただし、第４８条に規定する責任人員をつ
けないものにあっては、前条の規定によって収受した団体旅行申込書に引受けを
した旨を記載し、団体旅行引受書に代用し、また、前条第１項ただし書きの規定
により、団体旅行申込書の提出を省略したものにあっては、口頭による通知を
もって団体旅行引受書に代えることがある。

３　前項の規定によって、団体旅行引受書の交付を受けた団体旅客運送申込者は、
団体乗車券購入の際、これを呈示しなければならない。

第　４７条　削　除
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（責任人員および保証金）
第　４８条　次の各号に掲げる団体旅客については、責任人員を付し保証金を収受
することを条件として、その運送の引受けを行う。
（１） 特別に列車を設定し、または、客車を増結して運送する場合
（２） 特別急行券の購入を必要とする場合
（３） その他特別の手配をして運送する場合
２　前項の規定による責任人員は、次の各号の１による人員とし、旅客の責に帰さ
ない事由による場合を除き、実際乗車人員が責任人員に満たない場合であっても
行程の全区間に対し責任人員に相当する団体旅客運賃・料金を収受することを条
件とするものとする。
（１） 貸切扱いの団体にあっては、第１１９条に規定する貸切旅客運賃収受定

員の９割に相当する人員（その人員は大人とし、１人未満のは数は１両ご
とに切り捨てる。）

（２） その他の団体にあっては、申込人員（大人と小児との混合の団体旅客の
ときは、大人と小児との各別の申込人員）の９割に相当する人員（１人未
満のは数は、大人と小児とを各別に切り捨てる。）

３　第１項の規定による保証金は、団体旅客運送引受けの内容に従って計算した、
団体旅客運賃の１割に相当する額（１００円未満のは数は１００円単位に切り上
げる。）とし旅客の責に帰さない事由による場合を除き、団体旅客運送の申込み
を取り消したときはこれを返還しないことを条件とし、次の各号に定めるところ
によって取扱うものとする。
（１） 保証金は、当該団体旅客が団体乗車券を購入する駅に指定した期日まで

に納付させることとし、その期日までに納付しないときは、当該団体旅客
運送の申込みを取り消したものとみなす。

（２） 保証金は、団体乗車券発売の際、団体旅客運賃・料金の一部に充当し、
過剰額があっても、その過剰額は返還しない。

（３） 保証金は、次に該当する場合は、その納付額の全額を返還する。
イ 当社の都合により団体旅客運送の申込みを取り消した場合
ロ 天災事変等の原因によって団体旅行ができなくなった、団体旅客運送の
申込みを取り消した場合

（４） 保証金には、利子を付けない。

第　４９条　削　除

第　５０条　削　除

（一部区間不乗の団体乗車券の発売）
第　５１条　旅行行程中の一部区間を乗車しない団体旅客に対し、当社において特
に承諾した場合は、当該区間を通した団体乗車券を発売することがある。ただ
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し、この場合は、団体旅客運送申込みの際に、その区間を明示するものとする。

（団体旅客運送の申込人員の変更または申込みの取消し等）
第　５１条の２　団体旅客運送の申込者は、運送引受け後、旅行開始前に申込人員
の変更、一部の旅行行程の取消し、その他の取扱条件を変更する場合は、次の各
号に定めるところによるほか、特に定める場合を除き、団体旅行変更・取消申込
書を提出して、その変更を申し出るものとする。ただし運輸上支障がある場合
は、変更の取扱いをしないことがある。
（１） 団体乗車券の購入前に変更する場合は、当該団体旅行引受書を提出す

る。
（２） 団体乗車券の購入後に変更する場合は、当該団体乗車券を呈示する。
２　団体旅行変更・取消申込書の様式は、次のとおりとする。

３　団体旅客運送の引受け後、旅客の申し出により団体旅客運送の変更またはその
申込みの取消しの承諾を行う場合は、第４８条に規定する条件を付した団体につ
いては、次により取扱う。
（１） 申込人員、その他の変更により責任人員または保証金に増減があるとき

で、責任人員または保証金が増加するときは、これを変更し責任人員また
は保証金が減少するときは、これを変更しない。

（２） 団体乗車券の購入前の申込みを取り消したときは、すでに収受した保証
金は返還しない。

４　団体旅客運送の引受け後、申込人員の変更によって人員が増加または減少した
場合で、これによって取扱条件を異にするときは、変更後の人員によって構成さ
れたものとして取扱うものとする。
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第６節　貸切乗車券の発売

（貸切乗車券の発売）
第　５２条　貸切乗車券は、次の各号の１に該当する単位をもって貸切る旅客に対
して発売する。
（１） 全車貸切　　１車両単位で貸切る場合
（２） 列車貸切　　列車を単位として貸切る場合

（貸切旅客運送の申込み）
第　５３条　前条の規定により貸切乗車券を購入しようとする者は、あらかじめ、
その人員・行程その他輸送計画に必要な事項を記載した貸切旅行申込書を提出し
て、貸切旅客運送の申込みを行うものとする。

２　貸切旅行申込書は、第４５条第２項に規定する団体旅行申込書の「団体」の文
字を「貸切」と訂正して使用する。

（貸切旅客運送の予約）
第　５４条　旅客から、前条の規定による貸切旅客運送の申込みを受けた場合で、
当社において運輸上支障がないと認めたときは、当該貸切旅客運送の引受けをす
る。

２　前項の規定により貸切旅客運送の引受けをしたときは、その申込者に第４６条
第２項に規定する団体旅行引受書の「団体」の文字を「貸切」と訂正するほか、
貸切旅客運送の引受けに関する必要事項を加除訂正した貸切旅行引受書を交付す
る。

（貸切旅客に対する保証金等）
第　５５条　第４６条第３項、第４８条第３項、第５０条、第５１条および第５１
条の２までの規定は、貸切旅客の場合に準用する。

第　５６条　削　除
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第７節　特別急行券の発売

（特別急行券の発売）
第　５７条　旅客が、特別急行列車に乗車する場合は、乗車する駅・日・列車・号
車・座席および区間を指定して発売する。

２　特別急行券を発売する際に特別急行列車が出発時刻に約１時間以上遅延してい
る場合または約１時間以上遅延することが確実な場合は、当該列車が遅延したと
きであっても特別急行料金の払いもどしの請求をしないことを条件として、遅延
特約の特別急行券を発売する。

３　前項の規定は、モーニングライナー券およびイブニングライナー券について、
準用する。

第８節　削　除

第９節　削　除

第１０節　削　除
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第１１節　特別急行券の関連発売

（特別急行券と乗車券の関連発売）
第　６４条　旅客が、特別急行列車に乗車する場合の特別急行券は、当該特別急行
列車の乗車に必要な乗車券と同時に購入する場合または呈示した場合に限って、
発売することがある。

２　前項の規定は、モーニングライナー券およびイブニングライナー券について、
準用する。
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第３章　旅客運賃・料金
第１節　通　　則

（旅客運賃・料金の種類）
第　６５条　旅客運賃・料金の種類は、乗車券類の種類に応じて、次の各号に定め
るとおりとする。
（１） 旅客運賃

片道普通旅客運賃
イ 普通旅客運賃

往復普通旅客運賃

ロ 定期旅客運賃
通勤定期旅客運賃

通学定期旅客運賃

ハ 普通回数旅客運賃

ニ 団体旅客運賃
ホ 貸切旅客運賃

（２） 特別急行料金
イ シティライナー料金
ロ モーニングライナー料金
ハ イブニングライナー料金

（旅客運賃に加算して収受する鉄道駅バリアフリー料金）
第　６６条　第１４０条に規定する鉄道駅バリアフリー料金は、乗車区間に対する
　旅客運賃（前条第１項第１号ロに規定する通学定期旅客運賃を除く。）に加算し
　て収受し、当該旅客運賃と一体のものとして取扱うものとする。
２　前項の規定にかかわらず、第６８条第３項に規定する各駅を相互に乗り継いで
　乗車する場合に加算する鉄道駅バリアフリー料金は、第７７条第５項（千原線
　の各駅相互発着）に規定する普通旅客運賃に限り取扱うものとし、同条第１項 
 （京成本線、東成田線、押上線、金町線および千葉線の各駅相互発着）に規定す
   る普通旅客運賃に対して同時の取扱いはしない。
３　前項の規定は、普通旅客運賃に対して同時の取扱いはしないことを規定したも
　のであり、前条第１項第１号ロに規定する通勤定期旅客運賃については、それぞ
　れに鉄道駅バリアフリー料金を加算し収受するものとする。
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乗り継いで乗車する場合の営業キロ程については、通算しない。

（１） 京成本線の各駅
（２） 東成田線の各駅
（３） 押上線の各駅
（４） 金町線の各駅
（５） 千葉線の各駅

４　京成電鉄線の各駅と成田空港線の各駅を相互に乗り継いで乗車する場合の営業
キロ程については、通算しない。

第　６９条　削　除

第　７０条　削　除

第　７１条　削　除

第　７２条　削　除

（旅客の区分およびその旅客運賃・料金）
第　７３条　旅客運賃または特別急行料金は、次に掲げる年令別の旅客の区分に
よって、この規則の定めるところにより、その旅客運賃・料金を収受する。

　大　人 １２才以上の者
　小　児 ６才以上１２才未満の者
　幼　児 １才以上６才未満の者
　乳　児 １才未満の者

（旅客運賃・料金計算上の営業キロ程の計算方）
第　６８条　営業キロ程を使用して旅客運賃・料金を計算する場合は、別に定める
場合を除いて、当社線が同一方向に連続する場合に限り、これを通算する。
２　普通旅客運賃を計算する場合、その計算経路が一部もしくは全部が復乗となる
ときは、折返しとなる駅の前後の区間の営業キロ程を打ち切って計算する。
３　千原線の各駅と千葉中央駅を接続駅として、次の各号に規定する各駅を相互に

（旅客運賃・料金計算上の経路等）
第　６７条　旅客運賃・料金は、旅客の実際乗車する経路および発着の順序によっ
て計算する。
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（小児の旅客運賃・料金）
第　７４条　小児の片道普通旅客運賃・定期旅客運賃または特別急行料金は、次条
に規定する場合を除いて、大人の片道普通旅客運賃・定期旅客運賃または特別急
行料金をそれぞれ折半し、１０円未満のは数は切り上げて１０円単位とした額
（以下この方法を「は数計算」という。）とする。

（割引の旅客運賃・料金）
第　７４条の２　割引の旅客運賃・料金は、別に定める場合を除き大人の無割引の
旅客運賃・料金または小児の無割引の旅客運賃・料金から割引額を差し引いて、
は数計算した額とする。

２　往復乗車または連続乗車する場合の割引の普通旅客運賃は、第９０条の規定に
準じ、各区間ごとに割引額を差し引いては数計算した額（割引の適用がない区間
については、無割引の片道普通旅客運賃）を合計した額とする。

（臨時特殊割引）
第　７４条の３　第２２条の２の規定により、割引の普通乗車券を発売する場合の
普通旅客運賃の割引率は、その都度定める。

（旅客運賃・料金の概算収受）
第　７５条　車内において旅客運賃・料金を収受する場合は、旅客運賃・料金の概
算額を収受することがある。

２　前項の規定によって収受した概算額は、前途の駅において旅客の申し出によっ
て精算する。

（旅客運賃割引の重複適用の禁止）
第　７６条　旅客は、旅客運賃について２以上の割引条件に該当する場合であって
も、同一の乗車券について、重複して旅客運賃の割引を請求することができな
い。

２　前項の規定による幼児または乳児であっても、次の各号の１に該当する場合
は、これを小児とみなし、旅客運賃・料金を収受する。
（１） 幼児が幼児だけで旅行するとき。
（２） 幼児が乗車券を所持する６才以上の旅客（団体旅客を除く。）に２人を

こえて随伴されて旅行するとき。ただし、２人をこえた者だけ小児とみな
す。

（３） 幼児が団体旅客として旅行するとき、または団体旅客に随伴されて旅行
するとき。

（４） 幼児または乳児が、指定を行う座席を幼児または乳児だけで使用して旅
行するとき。

３　前項第４号の規定は、号車の指定を行う列車について準用する。
４　第２項および第３項の場合のほか、幼児または乳児に対しては、旅客運賃・料
金を収受しない。
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第２節　普通旅客運賃

（大人片道普通旅客運賃）
第　７７条　京成本線、東成田線、押上線、金町線および千葉線の各駅相互発着と
なる場合の大人片道普通旅客運賃は、次に定める額とする。

　３キロメートルまで	 １４０円
　３キロメートルをこえ５キロメートルまで	 １６０円
　５キロメートルをこえ１０キロメートルまで	 １９０円
　１０キロメートルをこえ１５キロメートルまで	 ２７０円
　１５キロメートルをこえ２０キロメートルまで	 ３３０円
　２０キロメートルをこえ２５キロメートルまで	 ３８０円
　２５キロメートルをこえ３０キロメートルまで	 ４４０円
　３０キロメートルをこえ３５キロメートルまで	 ５００円
　３５キロメートルをこえ４０キロメートルまで	 ５５０円
　４０キロメートルをこえ４５キロメートルまで	 ６１０円
　４５キロメートルをこえ５０キロメートルまで	 ６８０円
　５０キロメートルをこえ５５キロメートルまで	 ７４０円
　５５キロメートルをこえ６０キロメートルまで	 ７９０円
　６０キロメートルをこえ６５キロメートルまで	 ８５０円
　６５キロメートルをこえ７０キロメートルまで	 ９１０円
２　前項の規定にかかわらず、次の各号の１に該当する場合は、大人片道普通旅客
運賃にそれぞれ次に定める運賃を加算する。
（１） １４０円を加算する。

ア 京成成田駅と空港第２ビルまたは成田空港駅間を乗車する場合
イ 空港第２ビルまたは成田空港駅発着となる場合

（２） ７０円を加算する。
ア 京成成田駅と東成田駅間または同区間と他の区間を乗車する場合
イ 東成田駅と空港第２ビルまたは成田空港駅間を乗車する場合

３　前項の規定にかかわらず、成田空港線の各駅に乗り継ぐ場合（空港第２ビルを
乗換駅とする。）については、加算運賃を適用しない。

４　前各項の規定にかかわらず、特定区間の普通旅客運賃は次に定める額とする。
　　京成成田と成田空港間は	 ２７０円
　　京成成田と空港第２ビル間は	 ２７０円
　　空港第２ビルと成田空港間は	 １５０円
　　京成幕張本郷と京成千葉間は	 ２４０円
　　京成幕張本郷と千葉中央間は	 ２４０円
　　八広と菅野間は	 １９０円
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　　八広と谷津間は	 ３３０円
　　八広とユーカリが丘間は	 ５００円
５　千原線の各駅相互発着となる場合の大人片道普通旅客運賃は、次に定める額と
する。

　３キロメートルまで	 １９０円
　３キロメートルをこえ５キロメートルまで	 ２６０円
　５キロメートルをこえ８キロメートルまでの部分

１キロメートルまでを増すごとに２０円加算
　８キロメートルをこえ９キロメートルまで　　　　　　　　３３０円
　９キロメートルをこえ１１キロメートルまでの部分

１キロメートルまでを増すごとに２０円加算
※別表第１号のとおり

６　電鉄線の各駅と成田空港線の各駅間を相互に乗り継いで乗車する場合の大人片
道普通旅客運賃は、次の各号により算出するものとする。
（１） 京成高砂を接続駅として、それぞれの大人片道普通旅客運賃を併算する

ものとする。
※別表第１号の２のとおり

（２） 京成成田〜空港第２ビル間（京成上野起点６７．８キロ）を接続点とし
て、それぞれの大人片道普通旅客運賃を併算するものとする。
※別表第１号の３のとおり

（乗継運賃）
第　７７条の２　前条の規定にかかわらず、谷津駅もしくは京成津田沼から京成千
葉間の各駅と千原線の各駅との相互間を乗り継いで乗車する場合の大人片道普通
旅客運賃は、次に定める額とする。
（１） 谷津もしくは京成津田沼から新千葉間の各駅と千原線の各駅との相互間

千葉中央駅から谷津もしくは京成津田沼から新千葉間の各駅相互となる
大人片道普通旅客運賃と千葉中央駅から千原線の各駅相互となる大人片道
普通旅客運賃を併算した額から４０円を差し引いた額とする。

（２） 京成千葉駅と千葉寺もしくは大森台駅との相互間
千葉中央駅から京成千葉駅間の大人片道普通旅客運賃と千葉中央駅から

千原線のうち、千葉寺もしくは大森台駅との相互となる大人片道普通旅客
運賃を併算した額から５０円を差し引いた額とする。

（３） 京成千葉駅と学園前からちはら台間の各駅との相互間
千葉中央駅から京成千葉駅間の大人片道普通旅客運賃と千葉中央駅から

千原線のうち、学園前からちはら台間の各駅相互となる大人片道普通旅客
運賃を併算した額から７０円を差し引いた額とする。

第　７８条　削　除
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第　７９条　削　除

第　８０条　削　除

第　８１条　削　除

第　８２条　削　除

第　８３条　削　除

第　８４条　削　除

第　８５条　削　除

第　８６条　削　除

第　８７条　削　除

第　８８条　削　除

第　８９条　削　除

（往復普通旅客運賃）
第　９０条　往復普通旅客運賃は、片道普通旅客運賃を２倍した額とする。

第　９１条　削　除

第　９２条　削　除

（被救護者割引）
第　９３条　第３０条の規定により被救護者またはその付添人に対して、割引普通
乗車券を発売する場合は、その区間について普通旅客運賃の５割を割引する。

（乗継割引普通旅客運賃）
第　９３条の２　第３２条の規定による乗継割引普通運賃は、次の各号のとおりと
する。
（１） 大人乗継割引運賃

イ 第３２条第１号は、当社線の大人片道普通旅客運賃から１０円を差し引
いた額と、他社線の大人片道普通旅客運賃から１０円を差し引いた額を併
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算した額とする。
ロ 第３２条第２号は、それぞれの社線の大人片道普通旅客運賃から１０円
を差し引いた額を併算した額とする。ただし、北総線にあっては京成高砂
起点１１Ｋｍ以上に限り、２０円を差し引いた額を併算した額とする。

（２） 小児乗継割引運賃
イ 第３２条第１号は、当社線の小児片道普通旅客運賃から５円を差し引い
た額と、他社線の小児片道普通旅客運賃から５円を差し引いた額を併算し
た額とする。

ロ 第３２条第２号は、それぞれの社線の小児片道普通旅客運賃から５円を
差し引いた額を併算した額とする。ただし、１０円未満のは数計算は行わな
い。なお、北総線にあっては１０円を差し引いた額を併算した額とする。

第　９４条　削　除
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第３節　定期旅客運賃

（大人定期旅客運賃）
第　９５条　大人定期旅客運賃は、次のとおりとする。
（１） 大人通勤定期旅客運賃
（２） 大人通学定期旅客運賃

２　前項の定期旅客運賃は、次の各号に定めるとおりとする。
（１） 京成本線、東成田線、押上線、金町線および千葉線の各駅相互発着

別表第２号に定める額とする。
（２） 前号のうち、空港第２ビル、成田空港および東成田駅との相互発着

別表第２号の２および別表第２号の３に定める額とする。
３　前項の規定にかかわらず、次に定める駅相互間の大人定期旅客運賃は特定の額
とする。
（１） 大人通勤定期旅客運賃

京成成田・空港第２ビル間、 １か月	
京成成田・成田空港間 ３か月	

６か月	
空港第２ビル・成田空港間	 １か月	

３か月	
６か月	

東成田・空港第２ビル間、	 １か月	
東成田・成田空港間	 ３か月	

６か月	
京成幕張本郷・京成千葉間、	 １か月	
京成幕張本郷・千葉中央間	 ３か月	

６か月	
八広・菅野間	 １か月	

３か月	
６か月	

八広・谷津間	 １か月	
３か月	
６か月	

八広・ユーカリが丘間	 １か月	
３か月	

　１０,６２０円
　３０,２７０円
　５７,３５０円
　　５,６１０円
　１５,９９０円
　３０,３００円
　　８,５４０円
　２４,３４０円
　４６,１２０円
　　９,４６０円
　２６,９７０円
　５１,０９０円
　　７,８６０円
　２２,４１０円
　４２,４５０円
　１２,６７０円
　３６,１１０円
　６８,４２０円
　２０,０４０円
　５７,１２０円
１０８,２２０円
　２１,９６０円
　６２,５９０円

６か月	
八広・京成成田間	 １か月	

３か月	
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６か月	 １１８,５９０円
（２） 大人通学定期旅客運賃

東成田・空港第２ビル間	 １か月	 ２,８００円
３か月	
６か月	

東成田・成田空港間	 １か月	
３か月	
６か月	

八広・堀切菖蒲園間	 １か月	
３か月	
６か月	

八広・菅野間	 １か月	
３か月	
６か月	

八広・京成西船間	 １か月	
３か月	
６か月	

八広・船橋競馬場間	 １か月	
３か月	
６か月	

八広・谷津間	 １か月	
３か月	
６か月	

八広・ユーカリが丘間	 １か月	
３か月	
６か月	

八広・京成成田間	 １か月	
３か月	
６か月	

八広・京成金町間	 １か月	
３か月	
６か月	

７,９８０円
１５,１２０円
３,０５０円
８,７００円
１６,４７０円
２,３９０円
６,８２０円
１２,９１０円
３,２６０円
９,３００円
１７,６１０円
３,９５０円
１１,２６０円
２１,３３０円
４,５３０円
１２,９２０円
２４,４７０円
４,６２０円
１３,１７０円
２４,９５０円
５,１２０円
１４,６００円
２７,６５０円
５,５００円
１５,６８０円
２９,７００円
２,６２０円
７,４７０円
１４,１５０円

４　第１項の定期旅客運賃のうち、千原線の各駅相互発着となる定期旅客運賃は、
別表第２号の４に定める額とする。

５　前各項の規定にかかわらず、第２項と第４項の各駅間を相互に乗り継いで乗車
する場合の３か月および６か月の定期旅客運賃は、次の各号により算出した額と
する。
（１） ３か月定期旅客運賃

乗車する区間の１か月定期旅客運賃を３倍し、これを５分引きして、は
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数計算した額とする。
（２） ６か月定期旅客運賃

乗車する区間の１か月定期旅客運賃を６倍し、これを１割引きして、は
数計算した額とする。

６　電鉄線の各駅と成田空港線の各駅間を相互に乗り継いで乗車する場合の大人定
　期旅客運賃は、次の各号により算出するものとする。
（１） 京成高砂を接続駅として、それぞれの定期旅客運賃を併算するものとす

る。
（２） 京成成田〜空港第２ビル間（京成上野起点６７．８キロ）を接続点とし

て、それぞれの定期旅客運賃を併算するものとする。
７　前項の規定にかかわらず、同区間における３か月および６か月の定期旅客運賃
は、第５項各号を準用する。

第　９６条　削　除

第　９７条　削　除

第　９８条　削　除

第　９９条　削　除

第１００条　削　除

第１０１条　削　除

（は数となる日数を附加して一括発売する場合の定期旅客運賃）
第１０２条　第３７条第２項の規定により発売する定期乗車券のは数となる日数に
対する定期旅客運賃は、別に定める。

（乗継割引定期旅客運賃）
第１０３条　第３８条の規定による乗継割引定期旅客運賃は、社線ごとの定期旅客
運賃からそれぞれ５分引きし、は数計算した額を併算した額とする。ただし、東
京メトロ各線は無割引きとする。
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第１０４条　削　除

第１０５条　削　除
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第４節　普通回数旅客運賃

（普通回数旅客運賃）
第１０６条　普通回数旅客運賃は、次のとおりとする。

(１) 大人の普通回数旅客運賃は、その区間の大人片道普通旅客運賃を１０倍
した額とする。

(２) 小児の普通回数旅客運賃は、その区間の小児片道普通旅客運賃を１０倍
した額とする。

（通学用割引普通回数旅客運賃）
第１０７条　第４０条の規定により通学用割引普通回数乗車券を発売する場合は、
次の各号に定めるところによって普通回数旅客運賃の割引を行う。
（１） 第４０条第１項第１号に規定する学生に対しては、大人普通回数旅客運

賃について　　２割引
（２） 第４０条第１項第２号に規定する生徒に対しては、大人普通回数旅客運

賃について　　５割引

第１０８条　削　除

第１０９条　削　除

第１１０条　削　除
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第５節　団体旅客運賃

（団体旅客運賃）
第１１１条　第４３条の規定によって団体乗車券を発売する場合は、次の各号に定
　めるところにより普通旅客運賃の割引を行う。
（１） 学生団体

２６人以上	 ２割引
１００人以上	 ３割引
３００人以上	 ４割引

（２） 普通団体
２５人以上	 １割引
１００人以上	 ２割引
３００人以上	 ３割引

（３） 訪日観光団体
１５人以上	 １割引
１００人以上	 ２割引
３００人以上	 ３割引

２　前項によるほか、当該団体旅客に対しては、次の各号による世話人等について
は、旅客運賃を収受しない。
（１） 学生団体

５０人まではうち１人、５１人以上は５０人までを増すごとに１人を加
える。

（２） 普通団体
１００人まではうち１人、１０１人以上は１００人までを増すごとに１

人を加える。
（３） 訪日観光団体

訪日観光団体旅客に同行する旅行業者（ガイドを含む。）に対しては、
次により旅客運賃を収受しない。
２５人以上１００人まではうち１人、１０１人以上は１００人までを増

すごとに１人を加える。

（団体旅客運賃の計算方）
第１１２条　団体旅客運賃の計算方は、次のとおりとする。
（１） 大人の団体旅客運賃は、その全行程に対する１人あたりの大人普通旅客

運賃から割引額を差し引いた額をは数計算し、これに団体旅客運賃の収受
人員を乗じた額とする。

（２） 小児の団体旅客運賃は、その全行程に対する１人あたりの小児普通旅客
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運賃から割引額を差し引いた額をは数計算し、これに団体旅客運賃の収受
人員を乗じた額とする。

（３） 大人と小児とが混乗する場合の団体旅客運賃は、大人、小児各別に前各
号の規定によって算出した額を合計したものとする。

２　前項第１号および第２号の場合において、１人あたりの普通旅客運賃から割引
額を差し引いた額を計算する場合、区間によって適用する割引率を異にするとき
は、同一割引率を適用するものごとに割引額を差し引いて、は数計算し、これを
合計した額による。

３　第１項第１号の場合において、その構成人員中に割引率を異にするものがある
ときは、その割引率を異にする人員ごとに同号の規定を適用する。

第１１３条　削　除

第１１４条　削　除

（実際乗車人員が責任人員に満たない場合の団体旅客運賃・料金）
第１１５条　第４８条第２項の規定による条件をもって運送の引受けをした団体旅
客の実際乗車人員（第１１１条第２項に規定する無賃扱人員を含む。）が責任人
員に満たない場合は、実際乗車人員と責任人員に対する不足人員（大人・小児別
の不足人員）とによって団体が構成されているものとして、団体旅客運賃・料金
を収受する。

２　前項の場合、次の各号の人員を、大人１人を小児２人に、また小児１人を大人
０．５人にそれぞれ換算（換算人員の合計に１人未満のは数が生じた場合は、そ
のは数を切り捨てる。）して不足人員から差し引いて計算する。
（１） 大人および小児に責任人員がつけられている団体について、大人または

小児の一方の人員が責任人員より減少し、他の一方が責任人員より超過し
たときは、その超過人員

（２） 大人だけに責任人員がつけられている団体について、大人が責任人員よ
り減少し、小児が加わったときは、加わった小児の人員

第１１６条　削　除

（団体旅客運賃を計算する場合の営業キロ程の通算）
第１１７条　団体旅客運賃を計算する場合の営業キロ程の通算は、第６８条の規定
によるほか、次のとおりとする。
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（１） 旅客が、第５１条の規定により不乗区間の旅客運賃を支払うときは、前
後の区間およびその不乗区間の営業キロ程を通算する。

（２） 途中において、貸切区間が介在する場合は、その前後の区間の営業キロ
程を通算する。

２　普通乗車券について途中下車を禁止している区間内において、途中下車する団
体旅客に対しては、当該下車駅をもって前後の営業キロ程を打切って、団体旅客
運賃を計算する。

第１１８条　削　除
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第６節　貸切旅客運賃

（貸切旅客運賃）
第１１９条　第５２条の規定によって全車貸切・列車貸切とする場合は、その車両
の定員に相当する大人普通旅客運賃を収受する。

第１２０条　削　除

第１２１条　削　除

（貸切旅客運賃の最低額）
第１２２条　第１１９条の規定による場合の貸切旅客運賃の最低額は、その全貸切
区間の旅客運賃が３０キロメートル分の旅客運賃に満たないときであっても、第
１１９条の規定によって計算した３０キロメートル分の旅客運賃とする。

（貸切旅客の運賃収受定員超過の場合の旅客運賃）
第１２３条　貸切旅客の実際乗車人員が旅客運賃収受定員を超過する場合は、その
超過人員に対して大人普通旅客運賃を収受する。その場合、大人普通旅客運賃の
最低額については、前条の規定を準用する。

（貸切旅客運賃を計算する場合の営業キロ程の通算）
第１２４条　第１１７条の規定は、貸切旅客運賃の計算をする場合に準用する。
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第７節　特別急行料金

（特別急行料金）
第１２５条　第５７条の規定によって発売する特別急行券の大人・小児の料金は、
別に定める場合を除いて、次のとおりとする。
（１） シティライナー

１乗車につき　　　大人　　１，０００円、小児　　５００円
（２） モーニングライナー・イブニングライナー

１乗車につき　　　大人　　４５０円、小児　 ２３０円

第１２６条　削　除

第１２７条　削　除

（団体旅客または貸切旅客に対する特別急行料金）
第１２８条　団体旅客または貸切旅客に対する特別急行料金は、その旅客の実際乗
車人員に相当する特別急行料金（貸切旅客の場合は大人特別急行料金）とする。

第１２９条　削　除

第８節　削　除

第９節　削　除

第１０節　削　除
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第１１節　その他の料金

（１）大人片道普通旅客運賃に加算して収受する場合
　　　　１乗車につき 　　　　１０円
（２）大人定期旅客運賃（通学定期旅客運賃を除く。）

６００円
　

　１か月
　３か月
　６か月

　
１，７１０円
３，２４０円

第１４１条　削　除

第１４２条　削　除

（車両の留置料金）
第１４３条　客車貸切旅客の申し出によって、その車両を指定して同一駅に滞留さ
せる場合で、その滞留時間が６時間をこえるとき、または旅客の下車駅と異なる
他駅に回送する場合で、下車駅の到着時刻から再び乗車する駅の出発時刻までに
６時間をこえるときは、その超過時間について、次の留置料金を収受する。

客車１両につき２時間までごとに　　１,９８０円
２　前項の規定による車両の留置料金を貸切乗車券の発売駅において収受する場合
は、貸切乗車券によって、あわせて収受する。

第１４４条　削　除

（貸切扱取消の場合の回送料）
第１４５条　貸切旅客に対して使用する客車を他駅から回送した後、申込者の都合
によって、その申込みを取り消した場合は、その回送区間および返送区間の全キ
ロ程について、次に定める車両回送料金を収受する。この場合、回送区間と返送
区間のキロ程は、打ち切って各別に計算する。

客車１両１キロメートルにつき　　２４０円
２　前項の規定による回送料は、保証金を収受したものにあっては、これを収受し
ない。

第１４６条　削　除

（鉄道駅バリアフリー料金）

第１４０条　第７７条第１項、第４項、第５項および第６項に規定する区間を乗車する場合、
　鉄道駅バリアフリー料金を収受する。
２　前項の規定にかかわらず、成田空港線の各駅相互発着となる区間に適用する旅客運賃に対
　して当該鉄道駅バリアフリー料金は収受しない。
３　第１項に規定する鉄道駅バリアフリー料金は、次の各号に定める額とする。
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第４章　乗車券類の効力
第１節　通　　則

（乗車券類の使用条件）
第１４７条　乗車券類は、その券面表示事項に従って、１回に限り使用することが
できる。この場合、乗車人員が記載されていない乗車券類は、１券片をもって１
人に限るものとする。ただし、定期乗車券については、その使用回数を制限しな
い。

２　同一旅客が、同一区間に対して、有効な２枚以上の同種の乗車券類を所持する
場合は、当該乗車については、その１枚のみを使用することができる。同一旅客
が同一区間に対し有効な２枚以上の特別急行券を所持する場合について、また同
じ。

３　乗車券類は、乗車以外の目的で乗降場に入出する場合には、使用することがで
きない。

（乗車券類の効力の特例）
第１４８条　乗車券類は、次の各号に掲げる場合は、前条の規定にかかわらず、使
用することができる。
（１） 大人用の乗車券類を小児が使用して乗車する場合
（２） 乗車券類の券面に表示された発着区間内の途中駅から乗車する場合

（券面表示事項が不明または不備の乗車券類）
第１４９条　乗車券類は、その券面表示事項が不明となったときは、使用すること
ができない。

２　前項の規定により使用できない乗車券類を所持する旅客は、これを駅（定期乗
車券にあっては、当社が指定する駅）に差し出して、書替を請求することができ
る。

３　前項の規定により旅客から書替の請求があった場合は、旅客に悪意がないと認
められ、かつ、その不明事項が判別できるときに限って、当該乗車券類と引換え
に再交付の取扱いをする。

４　前各項の規定は、券面表示事項または様式の整っていない乗車券類について、
準用する。

（不乗区間に対する取扱い）
第１５０条　旅客は、第１４８条の規定により乗車券類の券面に表示された発着区
間内の途中駅から旅行を開始し、または同区間内の途中駅で下車した後に前途の
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駅から乗車した場合の不乗区間については、乗車の請求をすることができない。

（有効期間の起算日）
第１５１条　乗車券類の有効期間は、有効期間の開始日を特に指定して発売したも
のを除き、当該乗車券類を発行した当日から起算する。

（小児用乗車券類の効力の特例）
第１５２条　小児用の乗車券類（定期乗車券および普通回数乗車券を除く。）は、
その有効期間中に、使用旅客の年令が１２才に達した場合であっても、第１４７条
の規定にかかわらず、これを使用することができる。

（乗車券類不正使用未遂の場合の取扱方）
第１５３条　旅客が、当該乗車について効力のない乗車券類を使用しようとした場
合は、これを無効として回収する。ただし、他の乗車について使用できるもので
あって、旅客に悪意がなく、その証明ができる場合はこの限りでない。



― 99 ―

旅客営業規則

第２節　乗車券の効力

（有効期間）
第１５４条　乗車券の有効期間は、別に定める場合のほか、次の各号による。
（１） 普通乗車券

イ 片道乗車券　　　１日とする。
ロ 往復乗車券　　　片道乗車券の有効期間の２倍とする。
(２) 定期乗車券

１か月・３か月または６か月とする。
(３) 普通回数乗車券

３か月とする。ただし、第４０条第１項第２号に規定する生徒に対して
発売する通学用割引普通回数乗車券については、６か月とする。

（４）　団体乗車券　　
その都度定める。

（５） 貸切乗車券

（継続乗車）
第１５５条　入場後に有効期間を経過した当該使用乗車券は、途中下車しないで
そのまま旅行を継続する場合に限って、その券面に表示された着駅までは、第
１４７条の規定にかかわらず、これを使用することができる。

（途中下車の禁止）
第１５６条　旅客は、旅行開始後、その所持する乗車券（定期乗車券を除く。）に
よって、その券面に表示された発着区間内の着駅以外の駅に下車して出場した
後、再び列車に乗り継いで旅行することができない。ただし、別に定める場合は
この限りでない。

第１５７条　削　除

第１５８条　削　除
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第１５９条　削　除

第１６０条　削　除

第１６１条　削　除

（乗換時間の制限）
第１６２条　普通乗車券または普通回数乗車券を所持する旅客は、乗換駅において、乗
換時間が６０分をこえる場合は、当該乗換駅での乗換えはできない。

（割引普通回数乗車券の効力）
第１　 ６３条　　　　旅客運賃割引証によって購入した割引普通回数乗車券は、使用資格者
が使用する場合に限って有効とする。

第１６３条の２　削　除

（改氏名の場合の定期乗車券の書替）
第１６４条　定期乗車券の使用者は、氏名を改めた場合は、これを当社の指定した
駅に差し出して、その氏名の書替を請求しなければならない。
２　前項の書替を請求する場合、定期乗車券の使用者は、別に定める申込書を提出
するほか、公的証明書等を呈示し、記名人本人であることを証明しなければなら
ない。

（乗車券が前途無効となる場合）
第１６５条　乗車券（往復乗車券または普通回数乗車券については、その使用する券片）
は、次の各号の１に該当する場合は、その後の乗車については無効として回収する。
（１） 旅客が途中下車できない駅に下車したとき。
（２） 旅客が第３１２条の取扱いを受けたとき。
（３） 伝染病予防法第１８条の規定によって途中で下車させられたときまたは

鉄道営業法（明治３３年法律第６５号）第４２条の規定によって車外に退
去させられたとき。

第１６６条　削　除

（定期乗車券以外の乗車券が無効となる場合）
第１６７条　定期乗車券以外の乗車券は、次の各号の１に該当する場合は、その全
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券片を無効として回収する。
(１) 旅客運賃割引証と引換に購入した割引の乗車券を、割引証の記名人以外
の者が使用したとき。

(２) 券面表示事項が不明となった乗車券を使用したとき。
(３) 第２５条第１項の規定により無効となる旅客運賃割引証で購入した乗車
券を使用したとき。

(４) 身分または資格を偽って発行された各種割引証または証明書で購入した
乗車券を使用したとき。

(５) 券面表示事項をぬり消し、または改変して使用したとき。
(６) 区間の連続していない２枚以上の普通乗車券もしくは普通回数乗車券ま
たは普通乗車券と普通回数乗車券とを使用して、その各券面に表示された
区間と区間との間を乗車したとき。

(７) 旅行開始後の乗車券を他人から譲り受けて使用したとき。
(８) 身分証明書等の携帯を必要とする乗車券を使用する旅客が、これを携帯
していないとき。

(９) 有効期間を経過した乗車券を使用したとき。ただし、第１５５条に規定
する場合を除く。

(10) 係員の承諾を得ないで、乗車券の券面に表示された区間外の区間を乗車
したとき。

(11) 大人が小児用の乗車券を使用したとき。ただし、第１５２条に規定する
場合を除く。

(12) 乗車する列車等を指定した乗車券で、指定以外の列車等に乗車したとき。
(13) 乗車券をその券面に表示された発着の順序に違反して使用したとき。
(14) その他乗車券を不正乗車の手段として使用したとき。

２　前項の規定は、偽造（擬装を含む。以下同じ。）した乗車券を使用して、乗車
した場合に準用する。

（定期乗車券が無効となる場合）
第１６８条　定期乗車券は、次の各号の１に該当する場合は、無効として回収する。

(１) 定期乗車券をその記名人以外の者が使用したとき。
(２) 券面表示事項が不明となった定期乗車券を使用したとき。
(３) 使用資格・氏名・年令・区間または通学の事実を偽って購入した定期乗
車券を使用したとき。

(４) 券面表示事項をぬり消し、または改変して使用したとき。
(５) 区間の連続していない２枚以上の定期乗車券を使用して、その各券面に
表示された区間と区間との間を乗車したとき。

(６) 定期乗車券の区間と連続していない普通乗車券または普通回数乗車券を
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使用して、その各券面に表示された区間と区間との間を乗車したとき。
（７） 通学定期乗車券を使用する旅客が、その使用資格を失った後に使用した

とき。
（８） 有効期間開始前の定期乗車券をその期間開始前に使用したとき。
（９） 有効期間満了後の定期乗車券をその期間満了後に使用したとき。
（10） 通学定期乗車券を使用する旅客が、第１７０条の規定による身分証明書

を携帯していないとき。
（11） 係員の承諾を得ないで、定期乗車券の券面に表示された区間外の区間を

乗車したとき。
（12） その他定期乗車券を不正乗車の手段として使用したとき。

２　前項の規定は、偽造した定期乗車券を使用して乗車した場合に準用する。

第１６９条　削　除

（通学定期乗車券の効力）
第１７０条　通学定期乗車券は、その通学する指定学校の代表者の発行した次の様
式による身分証明書を携帯する場合に限って有効とする。

（１） 一般用

（２） 通学定期乗車券購入兼用
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備考　（１） 内には、学校種別または指定番号を表示する。
（２） この証明書に用いる写真は、証明書発行前６か月以内に撮影した縦

３㎝横３㎝の正面上半身のものとする。
（３） この証明書にはりつける写真は、証明書発行の日から１か月間に限

り、省略することができる。
（４） 中学校第３学年以下の生徒・児童および幼児の身分証明書は、写真

を省略したものとすることができる。
（５） 必要により、通学定期乗車券購入兼用の身分証明書にあっては、様

式の上部余白に指定発売駅を表示する。
２　指定学校において、その代表者が発行した身分証明書または学生証で、前項に
規定する様式に準ずるものは、同項の身分証明書に代用することができる。

（被救護者用割引乗車券の効力）
第１７１条　被救護者旅客運賃割引証を使用して購入した普通乗車券は、当該割引
証に記入されている被救護者または付添人が、当該施設の代表者の発行した次の
様式による旅行証明書を携帯する場合に限って使用することができる。

備考　（１） 内には、指定番号を表示する。
（２） 乗車船区間欄末尾のかっこ内には、片道・往復または付添人だけ往

復の別を表示する。
２　前項の旅行証明書の有効期間は、発行の日から１か月間とする。
３　第１項の割引証を使用して購入した付添人用普通乗車券（付添人だけ往復とし
て購入した往復乗車券の復片を除く。）は、付添人が被救護者と同行する場合に
限って使用することができる。
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第３節　特別急行券の効力

（特別急行券の効力）
第１７２条　乗車する列車を指定した特別急行券を所持する旅客は、その券面に指
定された特別急行列車に限って乗車することができる。

第１７３条　削　除

（特別急行券が無効となる場合）
第１７４条　特別急行券は、次の各号の１に該当する場合は、無効として回収す
る。
（１） 券面表示事項が不明となった特別急行券を使用したとき。
（２） 指定以外の特別急行列車に使用したとき。
（３） 券面表示事項をぬり消し、または改変して使用したとき。
（４） 有効期間を経過した特別急行券を使用したとき。
（５） 使用を開始した特別急行券を他人から譲り受けて使用したとき。
（６） 大人が小児用特別急行券を使用したとき。
（７） その他特別急行券を不正乗車の手段として使用したとき。

２　前項の規定は、偽造した特別急行券を使用して特別急行列車に乗車した場合に
準用する。

第４節　削　除

第５節　削　除

第６節　削　除
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第５章　乗車券類の様式
第１節　通　　則

（乗車券類の表示事項）
第１８３条　乗車券類の表面には、次の各号に掲げる事項を表示する。
（１） 旅客運賃・料金額
（２） 有効区間
（３） 有効期間
（４） 発売日付
（５） 発売箇所名

２　次の各号に掲げる乗車券類にあっては、前項に規定する表示事項の一部を省略
することがある。
（１） 臨時に発売する乗車券類
（２） その他特殊の乗車券類

（この章に規定する乗車券類の様式の変更または補足等）
第１８４条　この章において規定する乗車券類の様式は印刷上の形式であって、そ
れぞれの乗車券類は、相当の事項を印刷するとともに発売する際に、不足する事
項または印刷する事項を記入式とした事項等については、印章を押し、記載し、
切断し、または入鋏する等の方法によって補うものとする。

２　乗車券類の様式は必要によって次の各号に定めるところにより、変更すること
がある。
（１） 前条第１項に規定する表示事項

イ 表示事項の一部の裏面表示
ロ 表示事項の配列の変更

（２） 前号以外の様式
イ 乗車券類の寸法の変更
ロ 表示事項の表示箇所、配列または表示方法の変更
ハ 表示事項の一部省略または追加

３　乗車券類の様式で大人・小児等に共用できる様式のものであっても専用の様式
のものを使用することがある。

４　小児用等の乗車券類は次の記号を関係券片の表面に影文字等をもって印刷す
る。

　（１）　小児用の乗車券類　　　　　　「小」
　（２）　学生用の乗車券　　　　　　　「学」
５　普通乗車券と特別急行券とは、それぞれ１葉のものとすることがある。



― 113 ―

旅客営業規則

第１８５条　削　除

（字模様の印刷）
第１８６条　この章に規定する乗車券類には、表面に字模様を印刷する。

（乗車券類の駅名等の表示方）
第１８７条　乗車券類の駅名および旅客運賃・料金の表示方は、次のとおりとす
る。
（１） 乗車券の発駅名および着駅名は、旅客運賃の計算方に従って表示する。

ただし、団体乗車券および貸切乗車券の乗車区間については、乗車する
列車等の発駅名および着駅名を表示する。

（２） 普通乗車券にあっては、発駅名および着駅名を略図をもって表示するこ
とがある。

（３） 普通乗車券にあっては、着駅名を「何円区間」の例により金額で表示す
ることがある。

（４） 旅客運賃が同額地帯のため、２駅以上を共通の着駅とした場合の乗車券
の着駅名の表示は、その同額地帯の最遠駅を表示することがある。

（旅客運賃・料金の割引等に対する表示）
第１８８条　旅客運賃・料金の割引等を行う乗車券類には、その証として、関係券
片の表面（第７号および第９号に規定する記号等については裏面）に、ゴム印の
押なつ等により、次の各号に定める記号等の表示を行う。ただし、特に設備する
乗車券類および第８号に規定する記号については、これと異なる表示方をし、ま
たこの表示を省略することがある。
（１） 旅客運賃を割引するもの

イ 第９３条の規定による被救護者割引

（イ） 被救護者用

（ロ） 付添人用

ロ 当社線とＪＲ線との割引率が異なるものまたはそのいずれか一方に割引

の適用がないもの　 　または

ハ イ、ロ以外のもの
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（２） 大人用または大人・小児用の乗車券を小児用とするもの
イ 大人用の乗車券を小児用に代用するもの
ロ 乗車券類発売機用の大人・小児用の乗車券を小児用とするもの
小または

（３） 旅客運賃・料金を後払とするもの

（４） 再交付するもの

（５） 期間満了前の定期乗車券を回収して、期間の継続する新たな定期乗車券
をその有効期間の開始日前から有効とさせるもの

（６） 有効期間の開始日を発売日後の日とするもの
「　月　日から有効」ただし、表面に表示しがたいときは裏面に表示

し、表面に「　 　」と表示する。
（７） 使用資格者であることの証明書類の携帯を必要とするもの

　または「証第　　号」

（８） 片道乗車券２枚を発行し、往復乗車券に代用するもの

　または 

（９） 第５７条第２項の規定により発売する特別急行券に対するもの

（10） 乗車券類発売機で発売する乗車券で入鋏を省略するもの

　または　

（11）… 第４０条の規定により発売する通学用割引普通回数乗車券に対するもの

 ―１１５―

２　常備式の乗車券類に前項第１号に規定する記号を表示して発売する場合は、当
　該乗車券類に表示されている旅客運賃・料金を訂正しない。

または 
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第２節　乗車券の様式
第１款　普通乗車券の様式

（常備片道乗車券の様式）
第１８９条　常備片道乗車券の様式は、次の各号に定めるとおりとする。
　自動券売機用大人用

　備考　裏面には磁気塗膜を附加する。

第１９０条　削　除

（補充片道乗車券の様式）
第１９１条　補充片道乗車券の様式は、次のとおりとする。
　大人用・小児用

何
何
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第１９２条　削　除

第１９３条　削　除

第１９４条　削　除

（補充往復乗車券の様式）
第１９５条　補充往復乗車券の様式は、次のとおりとする。
　大人用・小児用

第１９６条　削　除

第１９７条　削　除

第１９８条　削　除
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第２款　定期乗車券の様式

（常備定期乗車券の様式）
第１９９条　常備定期乗車券の様式は、次のとおりとする。

　表

　裏

第２００条　削　除

（補充定期乗車券の様式）
第２０１条　補充定期乗車券の様式は、次のとおりとする。
　大人用・小児用

第２０２条　削　除

何
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第３款　普通回数乗車券の様式

第２０３条　　削　除
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（補充回数乗車券の様式）
第２０４条　補充回数乗車券の様式は、次のとおりとする。
　大人用・小児用

第２０５条　削　除

第２０６条　削　除

第２０７条　削　除
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第４款　団体乗車券の様式

（団体乗車券の様式）
第２０８条　団体乗車券の様式は、次のとおりとする。
　（補充式のもの） （機械発券のもの）

表

21
cm

14.8cm
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第５款　貸切乗車券の様式

（貸切乗車券の様式）
第２０９条　貸切乗車券の様式は、前条に規定する団体乗車券の様式の団体の文字
を貸切と訂正したものとする。

第２１０条　削　除
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第３節　特別急行券の様式

（常備特別急行券の様式）
第２１１条　特別急行券の様式は、次のとおりとする。
（１） シティライナー券

自動券売機・端末機用　大人用

（２） モーニングライナー券
自動券売機用　大人用

備考　裏面には磁気塗膜を附加する。

端末機用　大人用

備考　裏面には磁気塗膜を附加する。

何

何

何

何
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（補充特別急行券の様式）
第２１２条　補充特別急行券の様式は、次のとおりとする。
（１） 補充ライナー券　大人用

何

何 何

（２） 補充モーニングライナー券・イブニングライナー券　大人用・小児用

何

何 何

6.3cm

6.3cm

15
cm

15
cm
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（車内特別急行券の様式）
第２１３条　車内特別急行券の様式は、次のとおりとする。
（１） シティライナー券　大人用・小児用

表 　裏

　

何 何 何

何 何 何

何 何 何

何 何 何

6.3cm

15
cm
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（２） モーニングライナー券・イブニングライナー券　大人用・小児用

何

何 何

第４節　削　除

第５節　削　除

第６節　削　除

第７節　削　除

6.3cm

15
cm
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第８節　特別補充券の様式

（特別補充券の発行）
第２２４条　特別補充券は、この章の第１節から第３節までに規定する乗車券類と
して発行するほか、払いもどし証明等の取扱いをした場合に、その取扱いをした
証として発行する。

２　特別補充券の種類は、次のとおりとする。
　　駅用（出札補充券および改札補充券）
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（駅用特別補充券の様式）
第２２５条　駅用特別補充券の様式は、次のとおりとする。
　出札補充券および改札補充券

表　　　　　　　　　　　　　　　裏

　

備考　（１）　この様式は、出札・改札の共用とし、必要により「何駅　◯出　発
行」または「何駅　◯改　発行」と表示し、出札用・改札用に区分することがある。

（２） 必要事項を印刷し、常備式とすることがある。

1.3cm 8.7cm

12
.5c
m
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第２２６条　削　除

第２２７条　削　除
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第６章　乗車券類の改札および引渡し
第１節　通　　　則

（乗車券類の改札）
第２２８条　乗車の目的で乗降場に入場し、または乗降場から出場しようとする者
は、所定の乗車券類を所持して、係員の改札（自動改札機による改札を含む。以
下、乗車券類の改札および引渡しについて同じ。）を受け、定められた場所から
入出場しなけらばならない。

２　前項の規定によるほか、旅客は、係員の請求があるときは、いつでもその所持
する乗車券類の改札を受けなければならない。当該乗車券類の使用が身分証明書
等の携帯を必要とするものであるときの身分証明書等についてもまた同じ。
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　（乗車券類の引渡し）
第２２９条　旅客は、その所持する乗車券類が効力を失い、もしくは不要となった
場合またはその乗車券類を使用する資格を失った場合は、当該乗車券類を係員に
引き渡すものとする。
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第２節　乗車券の改札および引渡し

（普通乗車券の改札および引渡し）
第２３０条　普通乗車券を使用する旅客は、旅行を開始する際に、当該乗車券を係
員に呈示して入鋏等（入鋏省略の表示のあるものを除く。）を受け、改札を受け
るものとする。

２　普通乗車券を使用する旅客は、旅行を終了した際に、当該乗車券を係員に引き
渡すものとする。

（定期乗車券の改札および引渡し）
第２３１条　定期乗車券を使用する旅客は、旅行を開始する際および旅行を終了し
た際に、当該乗車券を係員に呈示してその改札を受けるものとする。

２　定期乗車券を使用する旅客は、当該乗車券の有効期間が満了した際に、直ち
に、これを係員に引き渡すものとする。
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（普通回数乗車券の改札および引渡し）
第２３２条　普通回数乗車券を使用する旅客は、旅行を開始する際に、当該乗車券
　を係員に呈示して入鋏等を受け、旅行を終了した際に、これを係員に引き渡すも
のとする。

（団体乗車券および貸切乗車券の改札および引渡し）
第２３３条　団体乗車券または貸切乗車券を使用する旅客の引率者は、旅行を開始
する際および途中下車する際に、当該乗車券を係員に呈示してその改札を受ける
ものとする。

２　前項の引率者は、団体旅客または貸切旅客が券面に表示された発着区間の旅行
を終了した際に、その所持する乗車券を係員に引き渡すものとする。
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第３節　特別急行券の改札および引渡し

（特別急行券の改札および引渡し）
第２３４条　特別急行券を使用する旅客は、特別急行列車に乗車する際に、その使
用する特別急行券を係員に呈示して入鋏または改札を受け、また、下車した際
に、使用済みの特別急行券を係員に引き渡すものとする。

第４節　削　除

第５節　削　除

第６節　削　除
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第７章　乗車変更等の取扱い
第１節　通　　　則

（乗車変更等の取扱箇所）
第２３７条　乗車変更その他この章に規定する取扱いは、駅または車内において行
う。ただし、旅客運賃・料金の払いもどしは、旅行中止駅等所定の駅に限って取
扱う。

２　前項の規定にかかわらず、駅員無配置駅における乗車変更等の取扱いは、その
隣接の駅員配置駅において取扱う。

３　定期乗車券の払いもどしについては、当社の指定した駅で取扱うものとする。

（手数料の収受）
第２３７条の２　第１８条に規定する乗車券類のうち２種類以上の乗車券類を１葉
とした乗車券類について払いもどし、その他の取扱いをする場合で手数料を収受
するときには、別に定める場合を除き、普通乗車券、特別急行券を各別のものと
して手数料を収受する。
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（払いもどし請求権行使の期限）
第２３８条　旅客は、旅客運賃・料金について払いもどしの請求をすることができ
る場合であっても、当該乗車券類が発行の日の翌日から起算して１か年を経過し
たときは、これを請求することができない。

２　前項の規定にかかわらず、第２８２条、第２８２条の２、第２８４条、第
２８５条、第２８７条、第２８８条の規定により旅客運賃・料金について払いも
どしの請求をする場合は、払いもどしの事由が発生した日の翌日から起算して１
か年を経過するまでの間はこれを請求することができる。

第２３９条　削　除

（乗車変更をした乗車券類について旅客運賃・料金の収受または払いもどしをする
場合の既収額）

第２４０条　乗車変更の取扱いをした乗車券類について、旅客運賃・料金の収受ま
たは払いもどしをする場合は、旅客が現に所持する乗車券類を発駅で購入した場
合の旅客運賃・料金額を収受しているものとして収受または払いもどしの計算を
する。ただし、払いもどしの場合は、旅客の実際に支払った旅客運賃・料金の額
を限度として取扱う。
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第２節　乗車変更等の取扱い
第１款　通　　　則

（乗車変更の種類）
第２４１条　旅客が、その所持する乗車券類に表示された運送条件と異なる条件の
乗車を必要とする場合に当社が取扱う変更（この変更を「乗車変更」という。）
の種類は乗車変更の申し出の時期に応じて次の各号のとおりとする。
（１） 当該乗車券類による旅行開始前または、使用開始前に申し出があった場

合
乗車券類変更

（２） 当該乗車券類による旅行開始後または、使用開始後に申し出があった場
合

イ 区間変更
ロ 特別急行券変更
ハ 団体乗車券変更

（乗車変更の取扱範囲）
第２４２条　乗車変更の取扱いは、その変更の開始される駅の属する券片に限って
取扱う。

２　前項の場合で区間変更の取扱いをするときで非変更区間と変更区間とを通じた
経路が、それぞれ一部もしくは全部が復乗となるときは、乗車変更の取扱いをし
ない。ただし、折返し乗車となる駅までの区間に対しては、乗車変更の取扱いを
することができる。

（割引乗車券等を所持する旅客に対する乗車変更の取扱制限）
第２４３条　区間等に制限のある種類の割引乗車券または普通回数乗車券を所持す
る旅客に対しては、乗車変更の取扱いをしない。

（特別急行券等を所持する旅客に対する乗車変更の取扱制限等）
第２４４条　特別急行券のうち、シティライナー券・モーニングライナー券・イブ
ニングライナー券を所持する旅客が乗車変更をする場合は、変更しようとする列
車に相当の座席の余裕がある場合に限って取扱う。

２　第６４条の規定によって関連発売をした乗車券類を所持する旅客が、これらの
一部の乗車券類について乗車変更の取扱いを請求する場合は、関連発売をした乗
車券類の全部を呈示し、当該乗車券類以外の乗車券類についても必要な乗車変更
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の取扱いを同時に請求しなければならない。
３　乗車列車等を指定した団体乗車券を所持する旅客は、別に定める場合を除き、
乗車列車等が変更となる乗車変更の取扱いを請求することができない。

（継続乗車中の旅客に対する乗車変更の禁止）
第２４５条　有効期間を経過した乗車券を使用して継続乗車中の旅客に対しては、
乗車変更の取扱いをしない。

（乗車変更の取扱いをした場合の乗車券の有効期間）
第２４６条　乗車変更の取扱いをした場合に交付する乗車券の有効期間は、原乗車
券の有効期間から既に経過した日数（取扱いの当日は含まない。）を差し引いた
残余の日数とする。ただし、乗車券類変更の取扱いをする場合は、第１５４条に
規定する日数とする。

（別途乗車）
第２４７条　旅客が、乗車変更の請求をした場合において、その所持する乗車券
が、乗車変更の取扱いについて制限のあるものであるとき、または旅客運賃計算
の打切り等によって旅客の希望するとおりの変更の取扱いができないものである
ときは、その取扱いをしない区間について、別途乗車として、その区間に対する
相当の旅客運賃を収受して取扱う。

２　旅客が、乗車券に表示された発着区間内の未使用区間の駅を発駅として、当該
駅から分岐する他の区間を別途に乗車する場合または、当該駅から折返して原乗
車券の発着区間内を乗車する場合は、前項の規定に準じて取扱う。
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第２款　旅行開始前または使用開始前の乗車変更の取扱い

（乗車券類変更）
第２４８条　普通乗車券または、特別急行券を所持する旅客は、旅行開始前または
使用開始前に、あらかじめ係員に申し出て、その承諾を受け、当該乗車券類から
同種類の他の乗車券類に変更（この変更を「乗車券類変更」という。）をするこ
とができる。ただし、当該特別急行券に表示された列車等が変更となる場合につ
いては、１回に限り取扱うものとする。

２　乗車券類変更の取扱いをする場合は、原乗車券類に対する既に収受した旅客運
賃および料金と、変更する乗車券類に対する旅客運賃および料金とを比較し、不
足額は収受し、過剰額は払いもどしをする。この場合、原乗車券が割引のもので
あって、その割引が実際に乗車する区間に対しても適用のあるものであるとき
は、実際の乗車する区間に対する旅客運賃を原乗車券に適用した割引率による割
引の旅客運賃によって計算する。
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第３款　旅行開始後または使用開始後の乗車変更の取扱い

（区間変更）
第２４９条　普通乗車券を所持する旅客は、旅行開始後または使用開始後に、あら
かじめ係員に申し出て、その承諾を受け、当該乗車券に表示された着駅につい
て、次の各号に定める変更（この変更を「区間変更」という。）をすることがで
きる。
（１） 着駅を、当該着駅をこえた駅への変更
（２） 着駅を、当該着駅と異なる方向の駅への変更
（３） 経路を、当該経路と異なる経路への変更

２　前項の取扱いをする場合は、原乗車券の区間に対する既に収受した旅客運賃
と、実際の乗車区間に対する普通旅客運賃とを比較し、不足額は収受し、過剰額
は払いもどしをしない。この場合、原乗車券が割引普通乗車券であって、その割
引が実際に乗車する区間に対しても適用のあるものであるときは、実際の乗車区
間に対する普通旅客運賃を原乗車券に適用した割引率による割引の普通旅客運賃
によって計算する。

第２５０条　削　除

第２５１条　削　除

（特別急行券変更）
第２５２条　特別急行券のうち、シティライナー券を所持する旅客は、使用開始後
に、あらかじめ係員に申し出て、その承諾を受け、１回に限って、着駅を当該着
駅をこえた駅への変更をすることができる。ただし、列車が変更とならない場合
に限り取扱う。

２　前項の取扱いをする場合は、原シティライナー券の区間に対する既に収受した
料金と、実際の乗車区間に対する料金とを比較し、不足額を収受する。

（団体乗車券変更）
第２５３条　団体乗車券を所持する旅客は、使用開始後にあらかじめ係員に申し出
て、その承諾を受け区間変更または乗車列車等の変更をすることができる。ただ
し、これらの変更は輸送上の支障がなく、かつ、特別急行券の変更が伴わないと
きに限って取扱う。

２　団体乗車券変更の取扱いをする場合は、旅客運賃収受人員または、変更人員に
対して次の各号に定めるところにより計算した旅客運賃を収受する。この場合、
旅客運賃については、無割引の普通旅客運賃によって計算する。
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（１） 区間変更の取扱いをする場合の旅客運賃の計算方は、変更区間に対する
普通旅客運賃を収受する。
（２） 乗車区間を変更しないで列車が変更となる場合は、旅客運賃を収受しな
い。

第４款　削　除

第５款　削　除

第６款　削　除

第７款　削　除
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第３節　旅客の特殊取扱い
第１款　通　　　則

（旅客運賃の払いもどしに伴う割引証等の返還）
第２６１条　旅客は、割引証等を提出して購入した乗車券類について払いもどしの
取扱いをうけた場合は、既に提出した割引証等の返還を請求することができない。

（乗車変更等の手数料の払いもどし）
第２６２条　旅客は、当社が乗車変更等の際に収受した手数料は、払いもどしを請
求することができない。

（旅客運賃・料金の払いもどしをしない場合）
第２６３条　旅客は、第１４８条の規定により小児が大人用の乗車券類を使用して
乗車した場合の旅客運賃・料金の差額については払いもどしを請求することがで
きない。
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第２款　乗車券類の無札および無効

（乗車券の無札および不正使用の旅客に対する旅客運賃・増運賃の収受）
第２６４条　旅客が、次の各号の１に該当する場合は、当該旅客の乗車駅からの区
間に対する普通旅客運賃と、その２倍に相当する額の増運賃とをあわせ収受する。
（１） 係員の承諾を受けず、乗車券を所持しないで乗車したとき。
（２） 別に定める場合を除いて、乗車券に入鋏等を受けないで乗車したとき。
（３） 第１６７条の規定によって無効となる乗車券（偽造の乗車券を含む。）

で乗車したとき。
（４） 乗車券改札の際にその呈示を拒み、またはその取集めの際に引渡しをし

ないとき。
２　前項の場合、旅客が第１６７条第１項第６号の規定により無効となる２以上の
普通乗車券または普通回数乗車券で乗車したときは、当該各乗車券の券面に表示
された区間と区間外とを通じた区間を乗車したものとして計算した前項の規定に
よる旅客運賃および増運賃を、当該旅客から収受する。
３　団体旅客が、その乗車券の券面に表示された事項に違反して乗車した場合は、
第４項に該当するときを除き、その全乗車人員について計算した第１項の規定に
よる旅客運賃および増運賃を、その団体申込者から収受する。

４　団体旅客が、乗車券面に表示された人員を超過して乗車し、または小児の人員
として大人を乗車させたときは、第１６７条の規定にかかわらず、その超過人員
または大人だけを、その団体申込者から第１項本文の規定による旅客運賃および
増運賃を収受する。



― 181 ―

旅客営業規則



― 183 ―

旅客営業規則

（定期乗車券等不正使用旅客に対する旅客運賃・増運賃の収受）
第２６５条　第１６８条第１項の規定により定期乗車券を無効として回収した場合
（同条第２項において準用する場合を含む。）は、当該旅客から次の各号による
普通旅客運賃と、その２倍に相当する額の増運賃とをあわせて収受する。
(１) 第１６８条第１項第１号から第５号までの１に該当する場合は、その定
期乗車券の効力が発生した日（第５号に該当する場合で効力の発生した日
が異なるときは、発見日に近い日）から、同項第７号に該当する場合はそ
の使用資格を失った日から、同項第８号に該当する場合はその発売の日か
ら、同項第９号に該当する場合はその有効期間満了の日の翌日からそれぞ
れの無効の事実を発見した当日まで、その定期乗車券を使用して券面に
表示された区間（同項第５号の場合においては、各定期乗車券の券面に
表示された区間と区間外とをあわせた区間）を、毎日１往復（または２
回）ずつ乗車したものとして計算した普通旅客運賃

(２) 第１６８条第１項第６号に該当する場合であって、普通回数乗車券を使
用したときは、定期乗車券および普通回数乗車券の券面に表示された区間
と、その区間外とを通じた区間を、当該各券片に対して往復乗車したもの
として計算した普通旅客運賃

(３) 第１６８条第１項第６号に該当する場合であって普通乗車券を使用した
ときおよび同項第１０号から第１２号までの１に該当する場合は、その乗
車した区間に対する普通旅客運賃

（乗車駅等が不明の場合の旅客運賃・増運賃等の計算方）
第２６６条　第２６４条の規定により旅客運賃・増運賃を収受する場合において、
当該旅客の乗車駅が判明しない場合は、その列車の出発駅（接続列車のある場合
で、その接続列車に乗車したことが明らかなときは、その接続列車の出発駅）か
ら、乗車したものとみなして同条の規定を適用する。

（特別急行券の無札および不正使用の旅客に対する特別急行料金・増料金等の収受）
第２６７条　第２６４および第２６６条の規定は、特別急行券に準用する。
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第３款　乗車券類の紛失

（乗車券類紛失の場合の取扱方）
第２６８条　旅客が、旅行開始後、乗車券類を紛失した場合であって、係員がその
事実を認定することができないときは、既に乗車した区間については、第２６４
条・第２６６条または前条の規定による旅客運賃・料金および増運賃・増料金
を、前途の乗車区間については、普通旅客運賃・料金を収受し、また、係員がそ
の事実を認定することができるときは、その全乗車区間に対する普通旅客運賃・
料金を収受して、増運賃および増料金は収受しない。

２　前項の場合、旅客は、旅行終了駅において、再収受証明書の交付を請求するこ
とができる。ただし、定期乗車券または普通回数乗車券を使用する旅客は、この
限りでない。
３　第１項後段および前項の規定は、旅客が旅行開始前に、乗車券類（定期乗車券
および普通回数乗車券を除く。）を紛失した場合に準用する。
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（再収受した旅客運賃・料金の払いもどし）
第２６９条　前条の規定によって普通旅客運賃・料金および増運賃・増料金を支
払った旅客は、紛失した乗車券類を発見した場合は、その乗車券類と再収受証明
書とを最寄り駅に差し出して、発見した乗車券類１枚につき手数料１４０円（連
絡乗車券にあっては２２０円、特別急行券については１００円）を支払い、再収
受証明書に記入された旅客運賃・料金について払いもどしの請求をすることがで
きる。ただし、普通旅客運賃・料金および増運賃・増料金を支払った日の翌日か
ら起算して１か年を経過したときは、これを請求することができない。

（団体乗車券または貸切乗車券紛失の場合の取扱方）
第２７０条　旅客が、団体乗車券または貸切乗車券を紛失した場合であって、係員
がその事実を認定することができるときは、第２６８条の規定にかかわらず、別
に旅客運賃または料金を収受しないで、相当の団体乗車券または貸切乗車券の再
交付をすることがある。ただし、再交付の請求をしたときにおいて、当該乗車券
について既にその旅客運賃・料金の払いもどしをしている場合を除く。
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第４款　任意による旅行の取りやめ

（旅行開始前の旅客運賃の払いもどし）
第２７１条　旅客は、旅行開始前に、普通乗車券が不要となった場合は、その乗車
券の券片が入鋏前で、かつ、有効期間内（前売りの乗車券については、有効期間
の有効開始前を含む。）であるときに限って、これを駅に差し出して既に支払っ
た旅客運賃の払いもどしを請求することができる。この場合、旅客は、手数料と
して、乗車券１枚につき１４０円（連絡乗車券にあっては２２０円）を支払うも
のとする。

２　前項の規定により払いもどしの請求をした乗車券が往復乗車を発売条件として
発売した割引乗車券であって往片等その一部を使用している場合の払いもどし額
は、同項の規定にかかわらず、既に収受した往復旅客運賃から既に使用した往片
等の券片区間に対する無割引の普通旅客運賃を差し引いた残額とする。

３　第１項の規定にかかわらず、第６４条の規定によって関連発売をした普通乗車
券については、同条の規定によって関連発売をした特別急行券を同時に提出した
ものにあっては、これらの料金の払いもどしをともに請求しなけらばならない。

（使用開始前の定期旅客運賃および普通回数旅客運賃の払いもどし）
第２７２条　前条第１項の規定は、有効期間の開始日前の定期乗車券および使用開
始前の普通回数乗車券について準用する。ただし、この場合、旅客は手数料とし
て、定期乗車券については１枚につき２２０円を、普通回数乗車券については１
冊につき２２０円を支払うものとする。
２　定期乗車券について前項の払いもどしを請求する場合、定期乗車券の使用者
は、別に定める申込書を提出するほか、公的証明書等を呈示し、記名人本人であ
ることを証明しなければならない。ただし、別に定めるところにより、当該定期
乗車券の記名人の代理人に対し、払いもどしをすることがある。

（特別急行料金の払いもどし）
第２７３条　旅客は、特別急行券が不要となった場合は、その指定を受けた特別急
行列車がその乗車駅を出発する時刻までにこれを駅に差し出したときに限って、
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既に支払った特別急行料金の払いもどしを請求することができる。この場合、旅
客は、手数料として、特別急行券１枚につき１００円を支払うものとする。

２　第６４条の規定によって関連発売をした特別急行券について、第１項の払いも
どしを請求する旅客は、同条の規定によって関連発売をした乗車券および特別急
行券を同時に呈示しなければならない。

（旅行開始前の団体旅客運賃・料金または貸切旅客運賃・料金の払いもどし）
第２７３条の２　旅客は、旅行開始前に団体乗車券または貸切乗車券が不要となっ
た場合は、始発駅出発時刻前までにこれを駅に差し出した時に限って、既に支
払った団体旅客運賃・料金または貸切旅客運賃・料金の払いもどしを請求するこ
とができる。この場合、旅客は、次の各号に定める額を手数料として、支払うも
のとする。
（１） 保証金を収受している場合　保証金に相当する額および前条第１項後段

に規定する手数料に相当する額
（２） 前号以外の場合

２２０円
２　団体旅客または貸切旅客の人員が、旅行開始前に減少した場合で、請求がある
ときは、減少した人員に対し、前項の規定を準用して旅客運賃・料金を払いもど
しすることがある。
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（旅行開始後の旅客運賃の払いもどし）
第２７４条　旅客は、普通乗車券を使用して旅行を開始した後、旅行を中止した場
合は、その乗車券が、有効期間内であって、かつ、その乗車しない区間の営業キ
ロが、５０キロメートルをこえるとき（乗車変更の取扱いをしたため５０キロ
メートルをこえる場合を除く。）に限って、これをその旅行を中止した駅に差し
出し、既に支払った旅客運賃から既に乗車した区間の普通旅客運賃（当該乗車券
が割引乗車券で、旅行を中止しても既に乗車した区間だけでその割引条件を満た
すときは、割引普通旅客運賃）を差し引いた残額の払いもどしを請求することが
できる。この場合、旅客は、手数料として、乗車券１枚につき１４０円を支払う
ものとする。

２　往復乗車券の未使用券片については、前項の規定にかかわらず、第２７１条の
規定を準用する。

３　旅客は、第１項の規定により残額の払いもどしを請求する場合で、係員の請求
があるときは、払いもどしの請求書を提出しなければならない。

（不乗区間等に対する旅客運賃・料金の払いもどしをしない場合）
第２７５条　旅客は、次の各号に掲げる不乗区間等については、旅客運賃・料金の
払いもどしを請求することができない。
（１） 第１５５条の規定により継続乗車中に前条または第２７８条の規定によ

り旅行を中止した場合の不乗区間
（２） 第１４８条の規定により乗車券類の券面に表示された発着区間内の途中

駅から任意に旅行を開始した場合または、同区間内の途中駅で下車した後
に前途の駅から任意に乗車した場合の不乗区間

第２７６条　削　除
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（定期乗車券使用開始後の旅客運賃の払いもどし）
第２７７条　旅客は、定期乗車券の使用を開始した後、その定期乗車券が不要と
なった場合は、有効期間内であるときに限って、これを駅に差し出して、既に支
払った定期旅客運賃から、使用経過月数に相当する定期旅客運賃を差し引いた残
額の払いもどしを請求することができる。この場合、旅客は手数料として、乗車
券１枚につき２２０円を支払うものとする。

２　定期乗車券について前項の払いもどしを請求する場合は、第２７２条第２項の
規定を準用する。

３　第１項の計算については、払いもどし請求の当日は経過日数に算入し、また、
１か月未満の経過日数は１か月として計算する。

４　第１項の定期乗車券の経過月数に相当する定期旅客運賃は、次の各号によって
計算する。
（１） 使用経過月数が１か月または３か月のときは、各その月数に相当する定

期旅客運賃
（２） 使用経過月数が２か月のときは、１か月に相当する定期旅客運賃の２倍

の額
（３） 使用経過月数が４か月のときは、３か月と１か月に相当する定期旅客運

賃の合算額
（４） 使用経過月数が５か月のときは、３か月と１か月の２倍に相当する定期

旅客運賃の合算額

（普通回数乗車券使用開始後の旅客運賃の払いもどし）
第２７７条の２　旅客は、普通回数乗車券の使用を開始した後、その普通回数乗車
券の一部券片が不要となった場合は、有効期間内であるときに限って、これを駅
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に差し出して、既に支払った回数旅客運賃から、券面区間に対する所定の片道普
通旅客運賃に使用券片数（総券片数から旅客が提出した券片数を差し引いた券
片数とする。以下同じ。）を乗じて算出した旅客運賃額を差し引いた残額の払
いもどしを請求することができる。この場合、旅客は、手数料として、１冊につ
き２２０円を支払うものとする。ただし、異なる冊のものをまとめることはでき
ない。

（旅行中止による有効期間の延長および旅客運賃の払いもどし）
第２７８条　旅客は、旅行開始後、次の各号の１に該当する場合であって、かつ、
その所持する乗車券が有効期間内であるときは、１回に限って、乗車券を預けた
日から有効期間を延長する事由がなくなった日の前日までの日数（３０日を限度
とする。）について、乗車券の有効期間の延長を請求し、または既に支払った旅
客運賃から既に乗車した区間の普通旅客運賃を差し引いた残額の払いもどしをそ
の旅行を中止した駅に請求することができる。この場合、払いもどしを受ける旅
客は、手数料として乗車券１枚につき１４０円（連絡乗車券にあっては２２０
円）を支払うものとする。
（１） 傷い疾病によって旅行を中止したとき。
（２） 国会からの喚問その他これに類する行政権または司法権の発動によっ

て、旅行を中止したとき。
２　前項の規定による有効期間の延長の請求は、旅行開始前の乗車券についても、
これを準用する。
３　定期乗車券・普通回数乗車券・団体乗車券または貸切乗車券を使用する旅客は
、前２項の請求をすることができない。
４　旅客は、第１項および第２項の規定により乗車券の有効期間の延長の取扱いを
請求しようとする場合は、あらかじめ関係の駅に申し出て、その乗車券を駅に預
けるものとし、かつ、旅行を再び開始する際、乗車券に有効期間延長の証明を受
けたうえ、これを受けとるものとする。この場合、旅客が第１項の規定により、
延長のできる期間を原有効期間に加算した有効期間内に再び旅行を開始しないと
きは、その乗車券は無効として回収する。
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（傷い疾病等の場合の証明）
第２７９条　旅客は、前条の規定により有効期間の延長または旅客運賃の払いもど
しを請求する場合は、その原因が外傷等で一見してその事実が認定できる場合を
除き、医師の診断書等これを証明するに足りるものを呈示するものとする。
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（有効期間の延長および旅客運賃の払いもどしの特例）
第２８０条　発行当日限り有効の乗車券を所持する旅客は、当日最終の列車に乗り
おくれた場合は、直ちに当該乗車券を係員に呈示して有効期間の延長または旅客
運賃の払いもどしを請求することができる。この場合は、その翌日まで有効期間
を延長または手数料１４０円（連絡乗車券にあっては２２０円）を収受して旅客
運賃の払いもどしの取扱いをする。

第２８１条　削　除
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第５款　運行不能および遅延

（列車の運行不能・遅延等の場合の取扱方）
第２８２条　旅客は、旅行開始後または使用開始後に、次の各号の１に該当する事
由が発生した場合には、事故発生前に購入した乗車券類について、当該各号の１
に定めるいずれかの取扱いを選択のうえ請求することができる。ただし、定期乗
車券および普通回数乗車券を使用する旅客は、第２８４条に規定する無賃送還
（定期乗車券による無賃送還を除く。）、第２８５条に規定する他経路乗車ま
たは第２８８条に規定する有効期間の延長もしくは旅客運賃の払いもどしの取
扱いに限って請求することができる。

(１) 列車が運行不能となったとき
イ 第２８２条の２に規定する旅行の中止ならびに旅客運賃および料金の
払いもどし
ロ 第２８３条に規定する有効期間の延長
ハ 第２８４条に規定する無賃送還ならびに旅客運賃および料金の払いも
どし
ニ 第２８５条に規定する他経路乗車ならびに旅客運賃および料金の払い
もどし
ホ 第２８７条に規定する不通区間の別途旅行ならびに旅客運賃の払いも
どし
ヘ 第２８８条に規定する定期乗車券もしくは普通回数乗車券の有効期間
の延長または旅客運賃の払いもどし

(２) 列車が運行時刻より遅延し、そのため接続駅で接続予定の列車の出発時
刻から１時間以上にわたって目的地に出発する列車に接続を欠いたとき
（接続を欠くことが確実なときを含む。）または着駅到着時刻に１時間以
上遅延したとき（遅延することが確実なときを含む。）
イ 第２８２条の２に規定する旅行の中止ならびに旅客運賃および料金の
払いもどし
ロ 第２８３条に規定する有効期間の延長
ハ 第２８４条に規定する無賃送還ならびに旅客運賃および料金の払いも
どし

(３) 車両の故障その他旅客の責任とならない事由によって、当該列車に乗車
することができないとき

(４) 第２８２条の２に規定する旅行の中止ならびに旅客運賃および料金の払
いもどし

(５) 第２８３条に規定する有効期間の延長

２　旅客は、旅行開始前または使用開始前に、前項各号に定める事由が発生したた
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め、事故発生前に購入した乗車券類（定期乗車券および普通回数乗車券を除
く。…）が不要となった場合は、これを駅に差し出して、既に支払った旅客運賃お
よび料金の払いもどしを請求することができる。ただし、乗車券、特別急行券
にあっては、その乗車券類が有効期間内（前売りのものについては、有効期間の
開始日前を含む。）のものであるときに限る。

（旅行中止による旅客運賃および料金の払いもどし）
第２８２条の２　前条第１項の規定により、旅客が旅行を中止し、乗車券類を駅に
差し出して旅客運賃および料金の払いもどしの請求をした場合は、次の各号に定
める額の払いもどしをする。
（１） 乗車券

旅行中止駅・着駅間に対する旅客運賃。この場合、原乗車券が次のいず
れかに該当するときは、それぞれに定めるところによる。
イ 割引乗車券であるときは、割引条件のいかんにかかわらず、旅行中止
駅・着駅間に対する当該割引の旅客運賃とする。

ロ ２駅以上を共通の着駅とした乗車券であるときは、旅行中止駅・当該最
遠駅間に対する旅客運賃とする。

（２） 特別急行券
当該特別急行料金の全額。ただし、指定された特別急行列車にその全部

または乗車後その一部を乗車することができなくなったときもしくは着駅
到着時刻に１時間以上遅延したときに限る。

（有効期間の延長）
第２８３条　第２８２条第１項の規定により旅客が有効期間の延長の取扱いを請求
した場合は、乗車券について、次の各号に定めるところにより取扱う。
（１） 旅客は、有効期間の延長を請求しようとする場合は、あらかじめ、関係

の駅に申し出て、当該乗車券を駅に預けるものとする。この場合、延長す
る有効期間は、次の期間とし、この期間を原有効期間に加算したものを当
該乗車券の有効期間とする。

イ 第２８２条第１項第１号に規定する事由による場合は、当該乗車券を預
けた日から開通後５日以内において旅行を再び開始する日の前日までの日
数
ロ 第２８２条第１項第２号および同項第３号に規定する事由による場合
は、１日

（２） 旅客は、旅行を再び開始する際、乗車券に有効期間延長の証明を受けた
うえ、これを受け取るものとする。

（３） 旅客が、第１号の規定により延長できる期間を原有効期間に加算した有
効期間内に再び旅行を開始しないときは、その乗車券は無効として回収す
る。
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（無賃送還の取扱方）
第２８４条　第２８２条第１項の規定により旅客が無賃送還の取扱いの請求をした
場合は、次の各号に定めるところにより取扱う。
（１） 無賃送還は、その事実が発生した際使用していた乗車券の券片に表示さ

れた発駅までの区間を最近の列車（特別急行列車を除く。）に乗車する場
合に限り取扱う。ただし、特別急行券を使用して乗車した旅客について
は、当該特別急行券の発駅まで特別急行列車に乗車させることがある。

（２） 無賃送還中は、途中下車の取扱いをしない。
（３） 旅客が、前各号による乗車を拒んだときは、無賃送還の取扱いをしな

い。
２　前項の規定により無賃送還を行なった場合は、次の各号の定めるところにより
旅客運賃および料金の払いもどしをする。ただし、普通回数乗車券を使用する旅
客については、払いもどしの取扱いをしない。
（１） 乗車券

イ 発駅まで無賃送還のとき
既に収受した旅客運賃の全額

ロ 発駅に至る途中駅まで無賃送還をしたとき、または旅客が無賃送還中の
途中駅に下車したとき
（イ） 原乗車券が無割引のものであるときは、途中駅・着駅間に対する

無割引の普通旅客運賃
（ロ） 原乗車券が割引のものであるときは、割引条件のいかんにかかわ

らず、途中駅・着駅間に対する当該割引の普通旅客運賃
（ハ）（イ）、（ロ）の場合、２駅以上を共通の着駅とした乗車券である

ときは、その最遠駅を着駅として計算した額
ハ イおよびロの場合に、旅客が当該券片を使用して途中下車をしていたと
き（ロの場合は、途中駅・着駅間内の駅に途中下車をしていたときに限
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る。)は、その途中下車駅（途中下車駅が２駅以上のときは、最終途中下
車駅)を途中駅とみなしてロの規定によって計算した額

（２） 特別急行券
第２８２条の２第２号の規定を準用する。

３　第１項に規定する無賃送還を行った場合、普通回数乗車券を使用する旅客は、
当該券片をその後１回に限り、その券面表示事項に従って使用することができる。

（他経路乗車の取扱い）
第２８５条　第２８２条第１項の規定による他経路乗車の取扱いは、次の各号に定
めるところによる。
(１) 旅客は、その乗車券に表示された着駅と同一目的地に至る他の最短経路
による乗車をすることができる。ただし、定期乗車券または普通回数乗車
券を使用する旅客は、他の経路による乗車中に途中下車することができな
い。

(２) 前号にかかわらず、特別急行列車に乗車した旅客は、他の経路を運行す
る特別急行列車に乗車することはできない。

２　前項の取扱いをする場合は、既に収受した旅客運賃および料金と実際乗車した
区間の普通旅客運賃および料金とを比較して、過剰額は払いもどしをするものと
し、不足額は収受しない。この場合、原乗車券が割引乗車券であるときは、割引
条件のいかんにかかわらず、実際乗車した区間に対する普通旅客運賃をその乗車
券に適用した割引率による割引の旅客運賃によって計算する。
３　定期乗車券または普通回数乗車券を使用する旅客について、第１項の取扱いを
　する場合は、前項の規定にかかわらず、過剰額の払いもどしおよび不足額の収受
　をしない。
４　第１項第１号ただし書の規定により定期乗車券または普通回数乗車券を使用す
　る旅客が、他経路を乗車中に途中下車した場合は、他経路への分岐駅から下車駅
　までの区間に対する普通旅客運賃を収受する。

（旅客運賃・料金の払いもどし駅）
第２８６条　第２８２条の２または第２８４条の規定により、旅客運賃・料金の払
いもどしを受けようとする旅客は、次の各号に定める駅で旅客運賃・料金の払い
もどしの請求をしなければならない。
（１） 無賃送還の取扱いを受けない旅客は、旅行中止駅
（２） 無賃送還の取扱いを受ける旅客は、送還を終えた駅

（不通区間の別途旅行の取扱方）
第２８７条　第２８２条の規定により列車の運行不能のため不通となった区間を、
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旅客が当社線によらないで別途に旅行し、乗車券の有効期間内に、前途の駅から
乗り継ぎをするときは、あらかじめ係員に申し出て不乗証明書の交付を受け、不
通区間の旅行を終えた後、乗車券にその証明書を添えて前途の駅に差し出し、そ
の証明書に記載された不乗車区間に対する旅客運賃の払いもどしを請求するもの
とする。

（定期乗車券もしくは普通回数乗車券の有効期間の延長または旅客運賃の払いもど
し）
第２８８条　旅客は、第２８２条第１項の規定により定期乗車券もしくは普通回数

乗車券の有効期間の延長または旅客運賃の払いもどしをする場合は、列車が運行
休止のため、引続き５日以上その乗車券を使用できなくなったときに限り、その
乗車券を駅に差し出して、相当日数の延長または次の各号に定める金額の払いも
どしを請求することができる。
（１）… 定期乗車券

使用しない区間（２区間以上ある場合は、その区間の営業キロ程を通算
する。）の原定期乗車券と同一の種類および有効期間による定期旅客運賃
を次の日数（第３７条第２項の規定によりは数となる日数を付加して発売
したものにあっては、当該日数を加えた日数）で除し、その１円未満のは
数を１円単位に切り上げた日割額に、休止日数を乗じて、は数計算した額

イ　有効期間が１か月のものにあっては、　　　３０日
ロ　有効期間が３か月のものにあっては、　　　９０日
ハ　有効期間が６か月のものにあっては、　　１８０日

（２）… 普通回数乗車券
普通回数旅客運賃に残余の券片数を乗じ、これを総券片数で除し、は数
計算した額

第２８９条　削　除

（運行不能・遅延等の場合のその他の請求）
第２９０条　旅客は、第２８２条または第３０７条第４項に規定する事由が発生し
た場合は、その原因が当社の責に帰すべき事由によるものであるか否かにかかわ
らず、第２８２条から前条または第３０７条第４項に定める取扱いに限って請求
することができる。

２　旅客は、列車等の運行不能もしくは遅延が発生した場合、車両の故障等または
第３０７条第２項の規定による手回り品の内容の点検もしくは同条第３項の規定
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による協力の求めに応じたことにより列車等に乗車することができない場合は、
前項に規定するものを除いて、その原因が当社の責に帰すべき事由によるもので
あるか否かにかかわらず、一切の請求をすることはできない。
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第６款　誤乗および誤購入

（誤乗区間の無賃送還）
第２９１条　旅客（定期乗車券または普通回数乗車券を使用する旅客を除く。）が
乗車券面に表示された区間外に誤って乗車した場合において、係員がその事実を
認定したときは、その乗車券の有効期間内であるときに限って、最近の列車（特
別急行列車を除く。）によって、その誤乗区間について、無賃送還の取扱いを
する。

２　前項の取扱いをする場合の誤乗区間については、別に旅客運賃・料金を収受し
ない。

（誤乗区間無賃送還の取扱方）
第２９２条　前条の規定による無賃送還中は、途中下車の取扱いをしない。
２　旅客が無賃送還中途中駅に下車したときは、誤って乗車した区間および既に送
還した区間に対して、それぞれ普通旅客運賃を収受する。

（乗車券の誤購入の場合の取扱方）
第２９３条　旅客が誤ってその希望する乗車券と異なる乗車券を購入した場合で、
その誤購入の事由が駅名の同一・類似その他やむを得ないと認められ、かつ、係
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員がその事由を認めたときは、正当な乗車券に変更の取扱いをする。
２　前項の場合は、既に収受した旅客運賃と正当な旅客運賃とを比較し、不足額は
収受し、過剰額は払いもどしをする。
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第８章　入場券
第１節　入場券

（入場券の発売）
第２９４条　乗車以外の目的で乗降場に入場しようとする者は、入場券を購入し、
これを所持しなければならない。ただし、６才以上の入場券所持者が随伴する６
才未満の者２人までについては、この限りでない。

（入場券の料金）
第２９５条　入場券は、１枚について次のとおりとする。
　大人
　小児

１５０円
８０円

２　前項の規定にかかわらず、千原線の各駅については、次のとおりとする。
　大人 ２００円
　小児 １００円

（入場券の効力）
第２９６条　入場券は、発売駅で発売当日中に１人１回に限って、使用することが
できる。

２　入場券所持者は、列車に立ち入ることができない。

（入場券が無効となる場合）
第２９７条　入場券は、次の各号の１に該当する場合は、無効として回収する。
（１） 券面表示事項をぬり消し、または改変して使用したとき。
（２） 発売駅以外の駅で使用したとき。
（３） その他入場券を不正行為の手段として使用したとき。

２　前項の規定は、偽造の入場券を使用して入場した場合に準用する。

（入場券の様式）
第２９８条　入場券の様式は、次のとおりとする。なお、表面左端に発行日付印を
印字するものとする。

　自動券売機用　大人用

何何
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　備考　裏面には磁気塗膜を附加する。

（入場券の改札および引渡し）
第２９９条　入場券は、入場の際に、係員に呈示して、改札を受け、かつ、入鋏
（入鋏省略の表示あるものを除く。）を受けるものとする。

２　入場券は、その使用を終えたときは、直ちに係員に引き渡すものとする。その
効力を失った場合もまた同じ。

（無札入場者）
第３００条　乗車以外の目的によって、入場券を所持しないで入場した場合または
第２９７条第１項の規定により入場券を無効として回収した場合は、当該入場者
から第２９５条の規定による入場料金を収受する。

２　前項の規定は、第２９７条第２項の規定により偽造の入場券を回収した場合に
準用する。

（入場料金の払いもどし）
第３０１条　第６条の規定により入場券の使用を制限し、または停止した場合は、
入場券を所持する者にあっては、入場料金額の払いもどしを請求することができ
る。

２　前項による場合のほか、入場料金の払いもどしはしない。

第２節　削　除
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第９章　削　　除
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第１０章　手回り品

（手回り品及び持込禁制品）
第３０７条　旅客は、第３０８条に規定するところにより、その携帯する物品を手
回り品として車内に持ち込むことができる。ただし、次の各号の１に該当する物
品は、車内に持ち込むことができない。
（１） 別表第３号に掲げるもの（以下「危険品」という。）および他の旅客に

危害を及ぼすおそれがあるもの
（２） 刃物（他の旅客に危害を及ぼす恐れがないよう梱包されたものを除く。）
（３） 暖炉およびこん炉（乗車中に使用するおそれがないと認められるものお

よび懐炉を除く。）
（４） 死体
（５） 動物（少数量の小鳥・小虫類・初生ひなおよび魚介類で容器に入れたも

の、第３０８条第３項に規定する身体障害者補助犬もしくは盲導犬または
同条第４項に規定する小動物を除く。）

（６） 不潔または臭気のため、他の旅客に迷惑をかけるおそれがあるもの
（７） 車両を破損するおそれがあるもの

　（注）�　別表第３号に定める適用除外の物品は、不注意等により内容物が漏れ出
ることなどがないよう措置することとする。

２　前項ただし書第１号または第２号の規定による物品の車内への持込みの防止そ
の他車内及び乗降場内の保安上の理由により、旅客の立会いを求め、手回り品の
内容を点検することがある。

３　旅客に対し、前項の点検の対象者の特定のための協力を求めることがある。
４　第２項または前項の規定による協力の求めに応じたことによって、列車等に乗
車できないとき（第１項ただし書きに定める物品を所持していなかった場合に限
る。）は第２８２条第１項第１号イ、ロおよびハのいずれかの取扱いを選択のう
え請求することができる。

５　第２項および第３項の規定による手回り品の内容の点検の求めおよび協力の求
めに応じない旅客は、前途の乗車をすることができない。点検後の指示に従わな
い場合も同様とする。

６　前項の場合、旅客に対し、車内または乗降場からの退去を求めることがある。

（無料手回り品）
第３０８条　旅客は、携帯できる物品であって、列車等の状況により、運輸上支障
を生ずるおそれがないと認められるときに限り、３辺の最大の和が、２５０セン
チメートル以内のもので、その重量が３０キログラム以内のものを無料で車内に
２個まで持ち込むことができる。ただし、長さ２メートルをこえる物品は車内に
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持ち込むことができない。
２　旅客は、前項に規定する制限内であっても、自転車およびサーフボードについ
ては、次の各号の１に該当する場合に限り、無料で車内に持ち込むことができる。
（１） 自転車にあっては、解体して専用の袋に収納したものまたは折りたたみ

式自転車であって、折りたたんで専用の袋に収納したもの
（２） サーフボードにあっては、専用の袋に収納したもの
３　旅客は、列車等の状況により、運輸上支障を生ずるおそれがないと認められる
場合に限り、次の各号の１に該当する犬を無料で車内に随伴させることができる。
（１） 身体障害者補助犬法（平成１４年法律第４９号）第１６条第１項に規定

する認定を受けた身体障害者補助犬。ただし、同法第１２条に規定された
表示を行い、旅客が身体障害者補助犬認定証を所持する場合に限る。

（２） 道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第１４条第１項にいう政令で
定める盲導犬。ただし、盲導犬がハーネスをつけ、旅客が盲導犬使用者証
を所持している場合に限る。

　（注）　旅客が、自己の身の回り品として携帯する傘・つえ・ハンドバック・
ショルダーバック等は、第１項に規定する個数制限にかかわらず、これを
車内に持ち込むことができる。

４　旅客は、子犬・猫・はとまたはこれらに類する小動物（猛獣およびへびの類を
を除く。）であって、次の各号に該当するものは、無料で車内に持ち込むことが
できる。
（１） 他の旅客に危害を及ぼし、または迷惑をかけるおそれがないと認められ

るものであって、３辺の最大の和が、１２０センチメートル以内の専用の
容器に収納したもの

（２） 専用の容器に収納した重量が１０キログラム以内のもの

第３０９条　削　除

（定期手回り品切符の発売および定期手回り品料金）
第３０９条の２　当社の認めた行商人組合等に所属する組合員等が通勤定期乗車券
を使用して常時区間を同じくして旅行し、かつ、第３０８条第１項に規定する制
限をこえる物品を車内に持込む場合で別に定める購入申込書を提出したときは、
持込物品の範囲、持込区間、持込列車等、その他持込みに関する必要事項を定め
て定期手回り品切符を発売する。

２　定期手回り品切符は持込区間の乗車に必要な通勤定期乗車券を同時に購入する
場合または呈示した場合に発売する。

３　定期手回り品料金は１か月２,２００円とする。
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第３１０条　削　除
第３１１条　削　除

（定期手回り品切符）
第３１１条の２　第３０９条の２の規定により定期手回り品料金を支払う旅客に対
しては定期手回り品切符を交付する。

２　定期手回り品切符の様式は次のとおりとする。
　　定期券発行機用

　備考　（１）　裏面に所定の注意事項を印刷する。
（２） 裏面に磁気塗膜を附加する。

第３１１条の３　定期手回り品切符は、通勤定期乗車券を使用し、当該切符購入の
際定められた持込みに関する条件に従って当該手回り品を車内に持込む場合に
限って有効とする。

２　定期手回り品切符の有効期間は、１か月とする。
３　定期手回り品切符を所持する旅客は、手回り品を持ち込む際および下車する際
に、当該切符を係員に呈示して改札を受けるほか、係員から請求があるときは、
いつでもこれを呈示しなければならない。

４　第１４９条・第１６４条および第１６８条の規定は、定期手回り品切符の場合
に準用する。

（持込禁制品または制限外手回り品を持ち込んだ場合の処置）
第３１２条　旅客が、第３０７条第１項ただし書の規定による車内に持ち込むこと
のできない物品または第３０８条の規定による持込制限をこえる物品を当社の承
諾を受けないで車内に持ち込んだ場合は、旅客を最近の駅に下車させ、かつ、乗
車券は第１６５条の規定により、その後の乗車について無効として回収する。

第３１３条　削　除

第３１４条　削　除

何
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（手回り品の保管）
第３１５条　手回り品は、旅客において保管の責任を負うものとする。

第３１６条　削　除



  京 成 上 野

146   日  暮  里

167 146   新 三 河 島

167 146 146    町　　屋

199 167 146 146   千 住 大 橋

199 199 167 146 146   京 成 関 屋

199 199 199 167 146 146 堀 切 菖 蒲 園 　 太字 … 乗継割引設定区間 … 特定運賃区間

199 199 199 199 167 146 146   お 花 茶 屋

272 199 199 199 199 167 146 146    青　　砥 … 北総及び成田空港線相互間
272 272 199 199 199 199 167 146 146   京 成 高 砂 … 本線～（高砂）～北総及び成田空港線
460 460 387 387 387 387 355 314 314 188   新　柴　又 … 本線～（高砂・成田空港線経由）～Ｂ空港

551 551 478 478 478 478 446 425 425 279 188    矢　　切 … 北総及び成田湯川～Ｂ空港
551 551 478 478 478 478 446 425 425 279 279 188 　 北　国　分 … 本線～東成田（加算運賃を適用）
602 602 529 529 529 529 497 476 476 330 279 188 188    秋　   山

651 651 578 578 578 578 546 525 525 379 330 279 188 188    東　松　戸 ■小児運賃の算出法は、大人旅客運賃を折半し、1円未満のは数を切り捨てた額とする。

651 651 578 578 578 578 546 525 525 379 379 330 279 188 188    松　飛　台 　但し、京成高砂を境界として京成線各駅と北総線（新柴又～印旛日本医大間）各駅を跨って乗車する場合（赤字で表記）は、
699 699 626 626 626 626 594 573 573 427 427 379 330 279 188 188    大　　町 　京成線と北総線のそれぞれの小児運賃を併算した額とする。
747 747 674 674 674 674 642 621 621 475 475 427 379 330 330 279 188   新 鎌 ヶ 谷 　例）上野～西白井間　大人：818円（京成：272円＋北総：546円）→小児：409円（京成：136円＋北総：273円）
818 818 745 745 745 745 713 692 692 546 546 475 475 427 379 330 330 279 　西　白　井

889 889 816 816 816 816 784 763 763 617 546 546 475 475 427 379 379 330 188 　　白　 井

889 889 816 816 816 816 784 763 763 617 617 546 546 475 475 427 427 379 279 188 　　小　 室

992 992 919 919 919 919 887 866 866 720 669 669 617 617 546 546 475 475 379 330 279 千 葉 N T 中 央

1040 1040 967 967 967 967 935 914 914 768 768 720 720 669 669 617 617 546 475 427 379 279 印 西 牧 の 原

1083 1083 1010 1010 1010 1010 978 957 957 811 811 811 768 768 720 720 669 617 546 546 475 379 279  印旛日本医大

1194 1194 1121 1121 1121 1121 1089 1068 1068 922 922 922 891 891 891 859 859 828 796 765 765 660 597 462  成 田 湯 川

272 272 272 272 199 199 199 167 146 146 314 425 425 476 525 525 573 621 692 763 763 866 914 957 1068   京 成 小 岩

335 272 272 272 199 199 199 199 167 146 314 425 425 476 525 525 573 621 692 763 763 866 914 957 1068 146   江　戸　川

335 272 272 272 272 199 199 199 167 167 355 446 446 497 546 546 594 642 713 784 784 887 935 978 1089 146 146   国　府　台

335 335 272 272 272 199 199 199 199 167 355 446 446 497 546 546 594 642 713 784 784 887 935 978 1089 146 146 146 市　川　真　間

335 335 272 272 272 272 199 199 199 199 387 478 478 529 578 578 626 674 745 816 816 919 967 1010 1121 167 146 146 146    菅　　野

335 335 335 272 272 272 272 199 199 199 387 478 478 529 578 578 626 674 745 816 816 919 967 1010 1121 167 167 146 146 146 京　成　八　幡

387 335 335 335 272 272 272 272 199 199 387 478 478 529 578 578 626 674 745 816 816 919 967 1010 1121 199 167 167 146 146 146    鬼　　越

387 335 335 335 272 272 272 272 199 199 387 478 478 529 578 578 626 674 745 816 816 919 967 1010 1121 199 199 167 167 146 146 146 京　成　中　山

387 335 335 335 335 272 272 272 272 199 387 478 478 529 578 578 626 674 745 816 816 919 967 1010 1121 199 199 199 167 167 146 146 146    東  中  山

387 387 335 335 335 272 272 272 272 199 387 478 478 529 578 578 626 674 745 816 816 919 967 1010 1121 199 199 199 167 167 167 146 146 146 京　成　西　船

387 387 387 335 335 335 272 272 272 272 460 551 551 602 651 651 699 747 818 889 889 992 1040 1083 1194 199 199 199 199 199 167 167 146 146 146

450 387 387 387 335 335 335 335 272 272 460 551 551 602 651 651 699 747 818 889 889 992 1040 1083 1194 272 199 199 199 199 199 167 167 167 146 146

450 387 387 387 387 335 335 335 272 272 460 551 551 602 651 651 699 747 818 889 889 992 1040 1083 1194 272 272 199 199 199 199 199 199 167 167 146 146 大 神 宮 下

450 450 387 387 387 335 335 335 335 272 460 551 551 602 651 651 699 747 818 889 889 992 1040 1083 1194 272 272 272 199 199 199 199 199 199 167 167 146 146 船 橋 競 馬 場

450 450 387 387 387 387 335 335 335 335 523 614 614 665 714 714 762 810 881 952 952 1055 1103 1146 1257 272 272 272 272 199 199 199 199 199 199 167 167 146 146 谷　　津

450 450 450 450 387 387 387 335 335 335 523 614 614 665 714 714 762 810 881 952 952 1055 1103 1146 1257 335 272 272 272 272 272 199 199 199 199 199 167 167 146 146 京 成 津 田 沼

502 450 450 450 450 387 387 387 387 335 523 614 614 665 714 714 762 810 881 952 952 1055 1103 1146 1257 335 335 335 272 272 272 272 272 272 199 199 199 199 167 167 146 京 成 大 久 保

502 502 502 450 450 450 450 387 387 387 575 666 666 717 766 766 814 862 933 1004 1004 1107 1155 1198 1309 335 335 335 335 335 272 272 272 272 272 272 199 199 199 199 167 146 実　　籾

555 502 502 502 502 450 450 450 450 387 575 666 666 717 766 766 814 862 933 1004 1004 1107 1155 1198 1309 387 387 387 335 335 335 335 335 272 272 272 272 272 199 199 199 167 146 八 千 代 台

555 555 555 502 502 502 450 450 450 450 638 729 729 780 829 829 877 925 996 1067 1067 1170 1218 1261 1372 387 387 387 387 387 335 335 335 335 335 335 272 272 272 272 199 199 167 146 京 成 大 和 田

618 555 555 555 502 502 502 502 450 450 638 729 729 780 829 829 877 925 996 1067 1067 1170 1218 1261 1372 450 387 387 387 387 387 387 335 335 335 335 335 272 272 272 272 199 199 167 146 勝 田 台

618 555 555 555 555 502 502 502 502 450 638 729 729 780 829 829 877 925 996 1067 1067 1170 1218 1261 1372 450 450 450 387 387 387 387 387 387 335 335 335 335 272 272 272 199 199 199 167 146 志　　津

618 618 555 555 555 555 502 502 502 502 690 781 781 832 881 881 929 977 1048 1119 1119 1222 1270 1313 1424 450 450 450 450 387 387 387 387 387 387 335 335 335 335 272 272 272 199 199 167 146 146 ユーカリが丘

681 618 618 618 555 555 555 555 502 502 690 781 781 832 881 881 929 977 1048 1119 1119 1222 1270 1313 1424 502 450 450 450 450 450 450 387 387 387 387 387 335 335 335 335 272 272 199 199 199 167 146 京 成 臼 井

743 681 681 681 681 618 618 618 555 555 743 834 834 885 934 934 982 1030 1101 1172 1172 1275 1323 1366 1477 555 555 502 502 502 502 502 502 450 450 450 450 387 387 387 387 335 335 272 272 272 199 199 199 京 成 佐 倉

743 743 681 681 681 681 618 618 618 618 806 897 897 948 997 997 1045 1093 1164 1235 1235 1338 1386 1429 1540 555 555 555 555 502 502 502 502 502 502 450 450 450 450 387 387 387 335 335 272 272 272 199 199 146 大 佐 倉

743 743 743 743 681 681 681 681 618 618 806 897 897 948 997 997 1045 1093 1164 1235 1235 1338 1386 1429 1540 618 555 555 555 555 555 502 502 502 502 502 450 450 450 450 450 387 387 335 335 272 272 272 199 167 146 京 成 酒 々 井

796 743 743 743 743 681 681 681 681 618 806 897 897 948 997 997 1045 1093 1164 1235 1235 1338 1386 1429 1540 618 618 618 555 555 555 555 555 555 502 502 502 502 450 450 450 387 387 387 335 335 272 272 272 199 167 146 宗 吾 参 道

796 796 796 743 743 743 681 681 681 681 869 960 960 1011 1060 1060 1108 1156 1227 1298 1298 1401 1449 1492 1603 618 618 618 618 618 555 555 555 555 555 502 502 502 502 502 450 450 387 387 335 335 335 335 272 199 199 167 146　　公 津 の 杜

859 796 796 796 796 743 743 743 681 681 869 960 960 1011 1060 1060 1108 1156 1227 1298 1298 1401 1449 1492 1603 681 681 618 618 618 618 618 618 555 555 555 555 502 502 502 502 450 450 387 387 387 335 335 335 272 199 199 167 146　　京 成 成 田

1267 1267 1194 1194 1194 1194 1162 1141 1141 995 995 974 974 953 953 953 922 922 891 859 859 828 765 712 524 1141 1141 1162 1162 1194 1194 1194 1194 1194 1194 1267 1267 1267 1267 1330 1330 1330 1382 1382 1445 1445 1445 1497 1497 1550 1613 1613 1613 1676 1676 空港第２ビル

1267 1267 1194 1194 1194 1194 1162 1141 1141 995 995 974 974 974 953 953 922 922 891 891 859 828 765 712 524 1141 1141 1162 1162 1194 1194 1194 1194 1194 1194 1267 1267 1267 1267 1330 1330 1330 1382 1382 1445 1445 1445 1497 1497 1550 1613 1613 1613 1676 1676 157 成 田 空 港

982 982 929 929 929 929 866 866 866 866 1054 1145 1145 1196 1245 1245 1293 1341 1412 1483 1483 1586 1634 1677 1788 813 813 813 813 813 751 751 751 751 751 688 688 688 688 688 625 625 572 572 520 520 520 520 457 405 405 342 342 269 269 1861 1861 東 成 田

272 272 199 199 199 199 167 146 146 146 314 425 425 476 525 525 573 621 692 763 763 866 914 957 1068 167 199 199 199 199 199 199 272 272 272 272 272 335 335 335 335 387 387 450 450 450 502 502 555 618 618 618 681 681 743 1141 1141 866 京 成 立 石

272 272 272 199 199 199 199 167 146 167 355 446 446 497 546 546 594 642 713 784 784 887 935 978 1089 199 199 199 199 199 272 272 272 272 272 272 335 335 335 335 387 387 450 450 450 502 502 502 555 618 618 681 681 681 743 1162 1162 866 146 四 ツ 木

272 272 272 272 199 199 199 167 167 167 355 446 446 497 546 546 594 642 713 784 784 887 935 978 1089 199 199 199 199 199 272 272 272 272 272 335 335 335 335 335 387 387 450 450 502 502 502 502 555 618 618 681 681 743 743 1162 1162 929 146 146 八　　広

335 272 272 272 272 199 199 199 167 199 387 478 478 529 578 578 626 674 745 816 816 919 967 1010 1121 199 199 199 272 272 272 272 272 272 335 335 335 335 387 387 387 450 450 450 502 502 555 555 555 618 681 681 743 743 743 1194 1194 929 167 146 146 京 成 曳 舟

335 335 272 272 272 199 199 199 199 199 387 478 478 529 578 578 626 674 745 816 816 919 967 1010 1121 199 199 272 272 272 272 272 272 335 335 335 335 387 387 387 387 450 450 502 502 502 555 555 555 681 681 681 743 743 796 1194 1194 929 167 167 146 146 押　　上

272 272 272 199 199 199 167 167 146 146 314 425 425 476 525 525 573 621 692 763 763 866 914 957 1068 146 167 167 199 199 199 199 199 199 272 272 272 272 335 335 335 387 387 387 450 450 502 502 502 555 618 618 681 681 681 1141 1141 866 167 167 199 199 199 柴　　又

335 272 272 272 199 199 199 199 167 146 314 425 425 476 525 525 573 621 692 763 763 866 914 957 1068 167 199 199 199 199 199 199 272 272 272 272 272 335 335 335 335 387 387 450 450 502 502 502 555 618 618 618 681 681 743 1141 1141 866 167 199 199 199 199 146 京 成 金 町

502 450 450 450 450 387 387 387 387 335 523 614 614 665 714 714 762 810 881 952 952 1055 1103 1146 1257 335 335 335 272 272 272 272 272 272 199 199 199 199 167 167 146 167 199 199 272 272 272 335 335 387 450 450 450 502 502 1330 1330 688 387 387 387 387 450 387 387 京成幕張本郷

502 502 502 450 450 450 387 387 387 387 575 666 666 717 766 766 814 862 933 1004 1004 1107 1155 1198 1309 335 335 335 335 335 272 272 272 272 272 272 199 199 199 199 167 199 199 272 272 272 335 335 335 450 450 450 502 502 555 1382 1382 688 387 387 450 450 450 387 387 146 京 成 幕 張

502 502 502 502 450 450 450 450 387 387 575 666 666 717 766 766 814 862 933 1004 1004 1107 1155 1198 1309 387 335 335 335 335 335 272 272 272 272 272 199 199 199 199 199 199 199 272 272 335 335 335 387 450 450 502 502 502 555 1382 1382 688 387 450 450 450 450 387 387 167 146 検 見 川

555 555 502 502 502 502 450 450 450 450 638 729 729 780 829 829 877 925 996 1067 1067 1170 1218 1261 1372 387 387 387 387 335 335 335 335 335 335 272 272 272 272 199 199 272 272 272 335 335 387 387 387 450 502 502 555 555 555 1445 1445 751 450 450 450 502 502 450 450 199 167 146 京 成 稲 毛

555 555 555 555 502 502 502 450 450 450 638 729 729 780 829 829 877 925 996 1067 1067 1170 1218 1261 1372 450 387 387 387 387 387 335 335 335 335 335 272 272 272 272 199 272 272 335 335 387 387 387 450 502 502 555 555 555 618 1445 1445 751 450 502 502 502 502 450 450 199 199 167 146 み ど り 台

618 555 555 555 502 502 502 502 450 450 638 729 729 780 829 829 877 925 996 1067 1067 1170 1218 1261 1372 450 387 387 387 387 387 387 335 335 335 335 335 272 272 272 272 272 335 335 335 387 387 387 450 502 502 555 555 555 618 1445 1445 751 502 502 502 502 502 450 502 199 199 199 146 146 西 登 戸

618 555 555 555 555 502 502 502 450 450 638 729 729 780 829 829 877 925 996 1067 1067 1170 1218 1261 1372 450 450 387 387 387 387 387 387 335 335 335 335 272 272 272 272 272 335 335 387 387 387 450 450 502 502 555 555 618 618 1445 1445 813 502 502 502 502 555 450 502 199 199 199 167 146 146 新 千 葉

618 555 555 555 555 502 502 502 502 450 638 729 729 780 829 829 877 925 996 1067 1067 1170 1218 1261 1372 450 450 450 387 387 387 387 387 387 335 335 335 335 272 272 272 272 335 335 387 387 387 450 450 502 555 555 555 618 618 1445 1445 813 502 502 502 555 555 502 502 241 199 199 167 146 146 146  京 成 千 葉  

618 618 555 555 555 555 502 502 502 450 638 729 729 780 829 829 877 925 996 1067 1067 1170 1218 1261 1372 450 450 450 450 387 387 387 387 387 387 335 335 335 335 272 272 335 335 335 387 387 450 450 450 502 555 555 618 618 618 1445 1445 813 502 502 502 555 555 502 502 241 199 199 167 146 146 146 146 千 葉 中 央

807 807 744 744 744 744 691 691 691 639 827 918 918 969 1018 1018 1066 1114 1185 1256 1256 1359 1407 1450 1561 639 639 639 639 576 576 576 576 576 576 524 524 524 524 421 421 524 524 524 576 576 639 639 639 691 744 744 807 807 807 1634 1634 1002 691 691 691 744 744 691 691 390 348 348 316 295 295 295 285 199 千  葉  寺

869 869 806 806 806 806 753 753 753 701 889 980 980 1031 1080 1080 1128 1176 1247 1318 1318 1421 1469 1512 1623 701 701 701 701 638 638 638 638 638 638 586 586 586 586 483 483 586 586 586 638 638 701 701 701 753 806 806 869 869 869 1696 1696 1064 753 753 753 806 806 753 753 452 410 410 378 357 357 357 347 261 199 大  森  台

932 932 869 869 869 869 816 816 816 764 952 1043 1043 1094 1143 1143 1191 1239 1310 1381 1381 1484 1532 1575 1686 764 764 764 764 701 701 701 701 701 701 649 649 649 649 546 546 649 649 649 701 701 764 764 764 816 869 869 932 932 932 1759 1759 1127 816 816 816 869 869 816 816 515 473 473 441 420 420 420 390 324 261 261 学  園  前

943 943 880 880 880 880 827 827 827 775 963 1054 1054 1105 1154 1154 1202 1250 1321 1392 1392 1495 1543 1586 1697 775 775 775 775 712 712 712 712 712 712 660 660 660 660 557 557 660 660 660 712 712 775 775 775 827 880 880 943 943 943 1770 1770 1138 827 827 827 880 880 827 827 526 484 484 452 431 431 431 401 335 303 261 199 お ゆ み 野

985 985 922 922 922 922 869 869 869 817 1005 1096 1096 1147 1196 1196 1244 1292 1363 1434 1434 1537 1585 1628 1739 817 817 817 817 754 754 754 754 754 754 702 702 702 702 599 599 702 702 702 754 754 817 817 817 869 922 922 985 985 985 1812 1812 1180 869 869 869 922 922 869 869 568 526 526 494 473 473 473 443 377 335 303 261 199 ち は ら 台

別表1号の2

☆ 普 通 旅 客 運 賃 表(高砂経由)

（２０２４年３月１６日改定・ＩＣ運賃）

   海　　神

　京 成 船 橋



  京 成 上 野

146   日  暮  里

167 146   新 三 河 島

167 146 146    町　　屋

199 167 146 146   千 住 大 橋

199 199 167 146 146   京 成 関 屋

199 199 199 167 146 146 堀 切 菖 蒲 園 　 太字 … 乗継割引設定区間 … 特定運賃区間

199 199 199 199 167 146 146   お 花 茶 屋

272 199 199 199 199 167 146 146    青　　砥 … 復乗区間(本線運賃適用)
272 272 199 199 199 199 167 146 146   京 成 高 砂 … 本線～（接続点）～北総及び成田空港線
1886 1886 1833 1833 1833 1833 1770 1770 1770 1770   新　柴　又 … 本線～（高砂）～成田空港線～（接続点）～本線

1886 1886 1833 1833 1833 1833 1770 1770 1770 1770 1958    矢　　切 … 北総及び成田空港線～（高砂）～本線～（接続点）～北総及び成田空港線
1886 1886 1833 1833 1833 1833 1770 1770 1770 1770 1958 2049 　 北　国　分 … 東成田～２ビル・空港（70円加算運賃を適用））
1865 1865 1812 1812 1812 1812 1749 1749 1749 1749 1937 2028 2028    秋　   山 … 本線～本線空港（140円加算運賃を適用）

1865 1865 1812 1812 1812 1812 1749 1749 1749 1749 1937 2028 2028 2079    東　松　戸 … 北総及び成田空港線～（高砂）～本線空港

1834 1834 1781 1781 1781 1781 1718 1718 1718 1718 1906 1997 1997 2048 2097    松　飛　台

1834 1834 1781 1781 1781 1781 1718 1718 1718 1718 1906 1997 1997 2048 2097 2097    大　　町 ■小児運賃の算出法は、大人旅客運賃を折半し、1円未満のは数を切り捨てた額とする。
1834 1834 1781 1781 1781 1781 1718 1718 1718 1718 1906 1997 1997 2048 2097 2097 2145   新 鎌 ヶ 谷 　但し、京成高砂を境界として、京成線高砂以遠（柴又方、青砥方、京成小岩方）の各駅と北総線（新柴又～印旛日本医大間）各駅を
1803 1803 1750 1750 1750 1750 1687 1687 1687 1687 1875 1966 1966 2017 2066 2066 2114 2162 　西　白　井 　跨って乗車する場合（赤字で表記）は、京成高砂を境界としたそれぞれの区間の小児運賃を併算した額とする。
1771 1771 1718 1718 1718 1718 1655 1655 1655 1655 1843 1934 1934 1985 2034 2034 2082 2130 2201 　　白　 井

1771 1771 1718 1718 1718 1718 1655 1655 1655 1655 1843 1934 1934 1985 2034 2034 2082 2130 2201 2272 　　小　 室 　例）新柴又～矢切間　大人：1958円 → 経路は、新柴又～（北総線）～京成高砂 … 京成高砂～（京成本線）～接続点～（成田空港線・北総線）～矢切
1740 1740 1687 1687 1687 1687 1624 1624 1624 1624 1812 1903 1903 1954 2003 2003 2051 2099 2170 2241 2241 千 葉 N T 中 央 　⇒　左記を併算し、979円
1677 1677 1624 1624 1624 1624 1561 1561 1561 1561 1749 1840 1840 1891 1940 1940 1988 2036 2107 2178 2178 2281 印 西 牧 の 原

1624 1624 1571 1571 1571 1571 1508 1508 1508 1508 1696 1787 1787 1838 1887 1887 1935 1983 2054 2125 2125 2228 2276  印旛日本医大

1436 1436 1383 1383 1383 1383 1320 1320 1320 1320 1508 1599 1599 1650 1699 1699 1747 1795 1866 1937 1937 2040 2088 2131  成 田 湯 川

2000 2000 1927 1927 1927 1927 1895 1874 1874 1738 1717 1717 1717 1696 1696 1665 1665 1665 1634 1602 1602 1571 1508 1455 1267   京 成 小 岩

2000 2000 1927 1927 1927 1927 1895 1874 1874 1738 1717 1717 1717 1696 1696 1665 1665 1665 1634 1602 1602 1571 1508 1455 1267 1874   江　戸　川

2000 2000 1927 1927 1927 1927 1895 1874 1874 1738 1717 1717 1717 1696 1696 1665 1665 1665 1634 1602 1602 1571 1508 1455 1267 1874 1874   国　府　台

2000 2000 1927 1927 1927 1927 1895 1874 1874 1738 1717 1717 1717 1696 1696 1665 1665 1665 1634 1602 1602 1571 1508 1455 1267 1874 1874 1895 市　川　真　間

1938 1938 1865 1865 1865 1865 1833 1812 1812 1676 1655 1655 1655 1634 1634 1603 1603 1603 1572 1540 1540 1509 1446 1393 1205 1812 1812 1833 1833    菅　　野

1938 1938 1865 1865 1865 1865 1833 1812 1812 1676 1655 1655 1655 1634 1634 1603 1603 1603 1572 1540 1540 1509 1446 1393 1205 1812 1812 1833 1833 1865 京　成　八　幡

1938 1938 1865 1865 1865 1865 1833 1812 1812 1676 1655 1655 1655 1634 1634 1603 1603 1603 1572 1540 1540 1509 1446 1393 1205 1812 1812 1833 1833 1865 1865    鬼　　越

1938 1938 1865 1865 1865 1865 1833 1812 1812 1676 1655 1655 1655 1634 1634 1603 1603 1603 1572 1540 1540 1509 1446 1393 1205 1812 1812 1833 1833 1865 1865 1865 京　成　中　山

1938 1938 1865 1865 1865 1865 1833 1812 1812 1676 1655 1655 1655 1634 1634 1603 1603 1603 1572 1540 1540 1509 1446 1393 1205 1812 1812 1833 1833 1865 1865 1865 1865    東  中  山

1938 1938 1865 1865 1865 1865 1833 1812 1812 1676 1655 1655 1655 1634 1634 1603 1603 1603 1572 1540 1540 1509 1446 1393 1205 1812 1812 1833 1833 1865 1865 1865 1865 1865 京　成　西　船

1875 1875 1802 1802 1802 1802 1770 1749 1749 1613 1592 1592 1592 1571 1571 1540 1540 1540 1509 1477 1477 1446 1383 1330 1142 1749 1749 1770 1770 1802 1802 1802 1802 1802 1802    海　　神

1875 1875 1802 1802 1802 1802 1770 1749 1749 1613 1592 1592 1592 1571 1571 1540 1540 1540 1509 1477 1477 1446 1383 1330 1142 1749 1749 1770 1770 1802 1802 1802 1802 1802 1802 1875 　京 成 船 橋

1875 1875 1802 1802 1802 1802 1770 1749 1749 1613 1592 1592 1592 1571 1571 1540 1540 1540 1509 1477 1477 1446 1383 1330 1142 1749 1749 1770 1770 1802 1802 1802 1802 1802 1802 1875 1875 大 神 宮 下

1875 1875 1802 1802 1802 1802 1770 1749 1749 1613 1592 1592 1592 1571 1571 1540 1540 1540 1509 1477 1477 1446 1383 1330 1142 1749 1749 1770 1770 1802 1802 1802 1802 1802 1802 1875 1875 1875 船 橋 競 馬 場

1812 1812 1739 1739 1739 1739 1707 1686 1686 1550 1529 1529 1529 1508 1508 1477 1477 1477 1446 1414 1414 1383 1320 1267 1079 1686 1686 1707 1707 1739 1739 1739 1739 1739 1739 1812 1812 1812 1812 谷　　津

1812 1812 1739 1739 1739 1739 1707 1686 1686 1550 1529 1529 1529 1508 1508 1477 1477 1477 1446 1414 1414 1383 1320 1267 1079 1686 1686 1707 1707 1739 1739 1739 1739 1739 1739 1812 1812 1812 1812 1875 京 成 津 田 沼

1812 1812 1739 1739 1739 1739 1707 1686 1686 1550 1529 1529 1529 1508 1508 1477 1477 1477 1446 1414 1414 1383 1320 1267 1079 1686 1686 1707 1707 1739 1739 1739 1739 1739 1739 1812 1812 1812 1812 1875 1875 京 成 大 久 保

1759 1759 1686 1686 1686 1686 1654 1633 1633 1497 1476 1476 1476 1455 1455 1424 1424 1424 1393 1361 1361 1330 1267 1214 1026 1633 1633 1654 1654 1686 1686 1686 1686 1686 1686 1759 1759 1759 1759 1822 1822 1822 実　　籾

1759 1759 1686 1686 1686 1686 1654 1633 1633 1497 1476 1476 1476 1455 1455 1424 1424 1424 1393 1361 1361 1330 1267 1214 1026 1633 1633 1654 1654 1686 1686 1686 1686 1686 1686 1759 1759 1759 1759 1822 1822 1822 1874 八 千 代 台

1707 1707 1634 1634 1634 1634 1602 1581 1581 1445 1424 1424 1424 1403 1403 1372 1372 1372 1341 1309 1309 1278 1215 1162 974 1581 1581 1602 1602 1634 1634 1634 1634 1634 1634 1707 1707 1707 1707 1770 1770 1770 1822 1822 京 成 大 和 田

1707 1707 1634 1634 1634 1634 1602 1581 1581 1445 1424 1424 1424 1403 1403 1372 1372 1372 1341 1309 1309 1278 1215 1162 974 1581 1581 1602 1602 1634 1634 1634 1634 1634 1634 1707 1707 1707 1707 1770 1770 1770 1822 1822 1885 勝 田 台

1707 1707 1634 1634 1634 1634 1602 1581 1581 1445 1424 1424 1424 1403 1403 1372 1372 1372 1341 1309 1309 1278 1215 1162 974 1581 1581 1602 1602 1634 1634 1634 1634 1634 1634 1707 1707 1707 1707 1770 1770 1770 1822 1822 1885 1885 志　　津

1644 1644 1571 1571 1571 1571 1539 1518 1518 1382 1361 1361 1361 1340 1340 1309 1309 1309 1278 1246 1246 1215 1152 1099 911 1518 1518 1539 1539 1571 1571 1571 1571 1571 1571 1644 1644 1644 1644 1707 1707 1707 1759 1759 1822 1822 1822 ユーカリが丘

1644 1644 1571 1571 1571 1571 1539 1518 1518 1382 1361 1361 1361 1340 1340 1309 1309 1309 1278 1246 1246 1215 1152 1099 911 1518 1518 1539 1539 1571 1571 1571 1571 1571 1571 1644 1644 1644 1644 1707 1707 1707 1759 1759 1822 1822 1822 1874 京 成 臼 井

1592 1592 1519 1519 1519 1519 1487 1466 1466 1330 1309 1309 1309 1288 1288 1257 1257 1257 1226 1194 1194 1163 1100 1047 859 1466 1466 1487 1487 1519 1519 1519 1519 1519 1519 1592 1592 1592 1592 1655 1655 1655 1707 1707 1770 1770 1770 1822 1822 京 成 佐 倉

1529 1529 1456 1456 1456 1456 1424 1403 1403 1267 1246 1246 1246 1225 1225 1194 1194 1194 1163 1131 1131 1100 1037 984 796 1403 1403 1424 1424 1456 1456 1456 1456 1456 1456 1529 1529 1529 1529 1592 1592 1592 1644 1644 1707 1707 1707 1759 1759 1812 大 佐 倉

1529 1529 1456 1456 1456 1456 1424 1403 1403 1267 1246 1246 1246 1225 1225 1194 1194 1194 1163 1131 1131 1100 1037 984 796 1403 1403 1424 1424 1456 1456 1456 1456 1456 1456 1529 1529 1529 1529 1592 1592 1592 1644 1644 1707 1707 1707 1759 1759 1812 1875 京 成 酒 々 井

1529 1529 1456 1456 1456 1456 1424 1403 1403 1267 1246 1246 1246 1225 1225 1194 1194 1194 1163 1131 1131 1100 1037 984 796 1403 1403 1424 1424 1456 1456 1456 1456 1456 1456 1529 1529 1529 1529 1592 1592 1592 1644 1644 1707 1707 1707 1759 1759 1812 1875 1875 宗 吾 参 道

1456 1456 1383 1383 1383 1383 1351 1330 1330 1194 1173 1173 1173 1152 1152 1121 1121 1121 1090 1058 1058 1027 964 911 723 1330 1330 1351 1351 1383 1383 1383 1383 1383 1383 1456 1456 1456 1456 1519 1519 1519 1571 1571 1634 1634 1634 1686 1686 1739 1802 1802 1802　　公 津 の 杜

1456 1456 1383 1383 1383 1383 1351 1330 1330 1194 1173 1173 1173 1152 1152 1121 1121 1121 1090 1058 1058 1027 964 911 723 1330 1330 1351 1351 1383 1383 1383 1383 1383 1383 1456 1456 1456 1456 1519 1519 1519 1571 1571 1634 1634 1634 1686 1686 1739 1802 1802 1802 1865　　京 成 成 田

1052 1052 999 999 999 999 936 936 936 936 1124 1215 1215 1266 1315 1315 1363 1411 1482 1553 1553 1656 1704 1747 1858 883 883 883 883 883 821 821 821 821 821 758 758 758 758 758 695 695 642 642 590 590 590 590 527 475 475 412 412 339 272 空港第２ビル

1052 1052 1052 999 999 999 999 936 936 936 1124 1215 1215 1266 1315 1315 1363 1411 1482 1553 1553 1656 1704 1747 1858 883 883 883 883 883 883 821 821 821 821 821 758 758 758 758 695 695 695 642 642 590 590 590 527 475 475 412 412 412 272 157 成 田 空 港

1403 1403 1330 1330 1330 1330 1298 1277 1277 1141 1120 1120 1120 1099 1099 1068 1068 1068 1037 1005 1005 974 911 858 670 1277 1277 1298 1298 1330 1330 1330 1330 1330 1330 1403 1403 1403 1403 1466 1466 1466 1518 1518 1581 1581 1581 1633 1633 1686 1749 1749 1749 1812 1812 216 237 東 成 田

272 272 199 199 199 199 167 146 146 146 1770 1770 1770 1749 1749 1718 1718 1718 1687 1655 1655 1624 1561 1508 1320 1874 1874 1874 1874 1812 1812 1812 1812 1812 1812 1749 1749 1749 1749 1686 1686 1686 1633 1633 1581 1581 1581 1518 1518 1466 1403 1403 1403 1330 1330 936 936 1277 京 成 立 石

272 272 272 199 199 199 199 167 146 167 1770 1770 1770 1749 1749 1718 1718 1718 1687 1655 1655 1624 1561 1508 1320 1895 1895 1895 1895 1833 1833 1833 1833 1833 1833 1770 1770 1770 1770 1707 1707 1707 1654 1654 1602 1602 1602 1539 1539 1487 1424 1424 1424 1351 1351 936 999 1298 146 四 ツ 木

272 272 272 272 199 199 199 167 167 167 1770 1770 1770 1749 1749 1718 1718 1718 1687 1655 1655 1624 1561 1508 1320 1895 1895 1895 1895 1833 1833 1833 1833 1833 1833 1770 1770 1770 1770 1707 1707 1707 1654 1654 1602 1602 1602 1539 1539 1487 1424 1424 1424 1351 1351 999 999 1298 146 146 八　　広

335 272 272 272 272 199 199 199 167 199 1833 1833 1833 1812 1812 1781 1781 1781 1750 1718 1718 1687 1624 1571 1383 1927 1927 1927 1927 1865 1865 1865 1865 1865 1865 1802 1802 1802 1802 1739 1739 1739 1686 1686 1634 1634 1634 1571 1571 1519 1456 1456 1456 1383 1383 999 999 1330 167 146 146 京 成 曳 舟

335 335 272 272 272 199 199 199 199 199 1833 1833 1833 1812 1812 1781 1781 1781 1750 1718 1718 1687 1624 1571 1383 1927 1927 1927 1927 1865 1865 1865 1865 1865 1865 1802 1802 1802 1802 1739 1739 1739 1686 1686 1634 1634 1634 1571 1571 1519 1456 1456 1456 1383 1383 999 999 1330 167 167 146 146 押　　上

272 272 272 199 199 199 167 167 146 146 1770 1770 1770 1749 1749 1718 1718 1718 1687 1655 1655 1624 1561 1508 1320 1874 1874 1874 1874 1812 1812 1812 1812 1812 1812 1749 1749 1749 1749 1686 1686 1686 1633 1633 1581 1581 1581 1518 1518 1466 1403 1403 1403 1330 1330 936 936 1277 167 167 199 199 199 柴　　又

335 272 272 272 199 199 199 199 167 146 1770 1770 1770 1749 1749 1718 1718 1718 1687 1655 1655 1624 1561 1508 1320 1874 1874 1874 1874 1812 1812 1812 1812 1812 1812 1749 1749 1749 1749 1686 1686 1686 1633 1633 1581 1581 1581 1518 1518 1466 1403 1403 1403 1330 1330 936 936 1277 167 199 199 199 199 146 京 成 金 町

1875 1875 1802 1802 1802 1802 1770 1749 1749 1613 1592 1592 1592 1571 1571 1540 1540 1540 1509 1477 1477 1446 1383 1330 1142 1749 1749 1770 1770 1802 1802 1802 1802 1802 1802 1875 1875 1875 1875 1938 146 1875 1822 1822 1770 1770 1770 1707 1707 1655 1592 1592 1592 1519 1519 758 758 1466 1749 1770 1770 1802 1802 1749 1749 京成幕張本郷

1875 1875 1802 1802 1802 1802 1770 1749 1749 1613 1592 1592 1592 1571 1571 1540 1540 1540 1509 1477 1477 1446 1383 1330 1142 1749 1749 1770 1770 1802 1802 1802 1802 1802 1802 1875 1875 1875 1875 1938 167 1927 1874 1874 1822 1822 1822 1759 1759 1707 1644 1644 1644 1571 1571 758 758 1518 1749 1770 1770 1802 1802 1749 1749 146 京 成 幕 張

1875 1875 1802 1802 1802 1802 1770 1749 1749 1613 1592 1592 1592 1571 1571 1540 1540 1540 1509 1477 1477 1446 1383 1330 1142 1749 1749 1770 1770 1802 1802 1802 1802 1802 1802 1875 1875 1875 1875 1938 199 1927 1874 1874 1822 1822 1822 1759 1759 1707 1644 1644 1644 1571 1571 758 758 1518 1749 1770 1770 1802 1802 1749 1749 167 146 検 見 川

1938 1938 1865 1865 1865 1865 1833 1812 1812 1676 1655 1655 1655 1634 1634 1603 1603 1603 1572 1540 1540 1509 1446 1393 1205 1812 1812 1833 1833 1865 1865 1865 1865 1865 1865 1938 1938 1938 1938 2001 199 1990 1937 1937 1885 1885 1885 1822 1822 1770 1707 1707 1707 1634 1634 821 821 1581 1812 1833 1833 1865 1865 1812 1812 199 167 146 京 成 稲 毛

1938 1938 1865 1865 1865 1865 1833 1812 1812 1676 1655 1655 1655 1634 1634 1603 1603 1603 1572 1540 1540 1509 1446 1393 1205 1812 1812 1833 1833 1865 1865 1865 1865 1865 1865 1938 1938 1938 1938 2001 199 1990 1937 1937 1885 1885 1885 1822 1822 1770 1707 1707 1707 1634 1634 821 821 1581 1812 1833 1833 1865 1865 1812 1812 199 199 167 146 み ど り 台

1938 1938 1865 1865 1865 1865 1833 1812 1812 1676 1655 1655 1655 1634 1634 1603 1603 1603 1572 1540 1540 1509 1446 1393 1205 1812 1812 1833 1833 1865 1865 1865 1865 1865 1865 1938 1938 1938 1938 2001 272 1990 1937 1937 1885 1885 1885 1822 1822 1770 1707 1707 1707 1634 1634 821 883 1581 1812 1833 1833 1865 1865 1812 1812 199 199 199 146 146 西 登 戸

1938 1938 1865 1865 1865 1865 1833 1812 1812 1676 1655 1655 1655 1634 1634 1603 1603 1603 1572 1540 1540 1509 1446 1393 1205 1812 1812 1833 1833 1865 1865 1865 1865 1865 1865 1938 1938 1938 1938 2001 272 1990 1937 1937 1885 1885 1885 1822 1822 1770 1707 1707 1707 1634 1634 883 883 1581 1812 1833 1833 1865 1865 1812 1812 199 199 199 167 146 146 新 千 葉

2000 2000 1927 1927 1927 1927 1895 1874 1874 1738 1717 1717 1717 1696 1696 1665 1665 1665 1634 1602 1602 1571 1508 1455 1267 1874 1874 1895 1895 1927 1927 1927 1927 1927 1927 2000 2000 2000 2000 2063 272 1990 1937 1937 1885 1885 1885 1822 1822 1770 1707 1707 1707 1634 1634 883 883 1581 1874 1895 1895 1927 1927 1874 1874 241 199 199 167 146 146 146  京 成 千 葉  

2000 2000 1927 1927 1927 1927 1895 1874 1874 1738 1717 1717 1717 1696 1696 1665 1665 1665 1634 1602 1602 1571 1508 1455 1267 1874 1874 1895 1895 1927 1927 1927 1927 1927 1927 2000 2000 2000 2000 2063 272 1990 1937 1937 1885 1885 1885 1822 1822 1770 1707 1707 1707 1634 1634 883 883 1581 1874 1895 1895 1927 1927 1874 1874 241 199 199 167 146 146 146 146 千 葉 中 央

2189 2189 2116 2116 2116 2116 2084 2063 2063 1927 1906 1906 1906 1885 1885 1854 1854 1854 1823 1791 1791 1760 1697 1644 1456 2063 2063 2084 2084 2116 2116 2116 2116 2116 2116 2189 2189 2189 2189 2252 421 2179 2126 2126 2074 2074 2074 2011 2011 1959 1896 1896 1896 1823 1823 1072 1072 1770 2063 2084 2084 2116 2116 2063 2063 390 348 348 316 295 295 295 285 199 千  葉  寺

2251 2251 2178 2178 2178 2178 2146 2125 2125 1989 1968 1968 1968 1947 1947 1916 1916 1916 1885 1853 1853 1822 1759 1706 1518 2125 2125 2146 2146 2178 2178 2178 2178 2178 2178 2251 2251 2251 2251 2314 483 2241 2188 2188 2136 2136 2136 2073 2073 2021 1958 1958 1958 1885 1885 1134 1134 1832 2125 2146 2146 2178 2178 2125 2125 452 410 410 378 357 357 357 347 261 199 大  森  台

2314 2314 2241 2241 2241 2241 2209 2188 2188 2052 2031 2031 2031 2010 2010 1979 1979 1979 1948 1916 1916 1885 1822 1769 1581 2188 2188 2209 2209 2241 2241 2241 2241 2241 2241 2314 2314 2314 2314 2377 546 2304 2251 2251 2199 2199 2199 2136 2136 2084 2021 2021 2021 1948 1948 1197 1197 1895 2188 2209 2209 2241 2241 2188 2188 515 473 473 441 420 420 420 390 324 261 261 学  園  前

2325 2325 2252 2252 2252 2252 2220 2199 2199 2063 2042 2042 2042 2021 2021 1990 1990 1990 1959 1927 1927 1896 1833 1780 1592 2199 2199 2220 2220 2252 2252 2252 2252 2252 2252 2325 2325 2325 2325 2388 557 2315 2262 2262 2210 2210 2210 2147 2147 2095 2032 2032 2032 1959 1959 1208 1208 1906 2199 2220 2220 2252 2252 2199 2199 526 484 484 452 431 431 431 401 335 303 261 199 お ゆ み 野

2367 2367 2294 2294 2294 2294 2262 2241 2241 2105 2084 2084 2084 2063 2063 2032 2032 2032 2001 1969 1969 1938 1875 1822 1634 2241 2241 2262 2262 2294 2294 2294 2294 2294 2294 2367 2367 2367 2367 2430 599 2357 2304 2304 2252 2252 2252 2189 2189 2137 2074 2074 2074 2001 2001 1250 1250 1948 2241 2262 2262 2294 2294 2241 2241 568 526 526 494 473 473 473 443 377 335 303 261 199 ち は ら 台

別表1号の3

☆ 普 通 旅 客 運 賃 表(接続点経由)

（２０２４年３月１６日改定・ＩＣ運賃）

大人188円　→　小児94円 大人1770円　→　小児885円





１か月 ３か月 ６か月 １か月 ３か月 ６か月
51 740 21,750 61,990 117,450 5,450 15,540 29,430
52 740 21,860 62,310 118,050 5,470 15,590 29,540
53 740 21,960 62,590 118,590 5,500 15,680 29,700
54 740 22,070 62,900 119,180 5,520 15,740 29,810
55 740 22,180 63,220 119,780 5,540 15,790 29,920
56 790 22,290 63,530 120,370 5,560 15,850 30,030
57 790 22,390 63,820 120,910 5,580 15,910 30,140
58 790 22,490 64,100 121,450 5,600 15,960 30,240
59 790 22,610 64,440 122,100 5,620 16,020 30,350
60 790 22,710 64,730 122,640 5,630 16,050 30,410
61 850 22,810 65,010 123,180 5,670 16,160 30,620
62 850 22,930 65,360 123,830 5,690 16,220 30,730
63 850 23,030 65,640 124,370 5,710 16,280 30,840
64 850 23,140 65,950 124,960 5,730 16,340 30,950
65 850 23,250 66,270 125,550 5,750 16,390 31,050
66 910 23,350 66,550 126,090 5,770 16,450 31,160
67 910 23,460 66,870 126,690 5,790 16,510 31,270
68 910 23,560 67,150 127,230 5,810 16,560 31,380
69 910 23,680 67,490 127,880 5,830 16,620 31,490
70 910 23,780 67,780 128,420 5,850 16,680 31,590

備考１．なお、次の区間は下記のとおりです。

(1)京成成田～成田空港・空港第２ビル間…普通運賃270円   通勤定期１か月／10,620円  ３か月／30,270円  ６か月／ 57,350円

(2)空港第２ビル～成田空港間………………普通運賃150円   通勤定期１か月／ 5,610円  ３か月／15,990円  ６か月／ 30,300円

(3)京成幕張本郷～京成千葉･千葉中央間…普通運賃240円   通勤定期１か月／ 9,460円  ３か月／26,970円  ６か月／ 51,090円

(4)東成田～成田空港間………………………普通運賃230円  通勤定期１か月／ 8,540円  ３か月／24,340円  ６か月／ 46,120円

　　 　 通学定期１か月／ 3,050円  ３か月／ 8,700円  ６か月／ 16,470円

(5)東成田～空港第２ビル間…………………普通運賃210円    通勤定期１か月／ 8,540円  ３か月／24,340円  ６か月／ 46,120円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通学定期１か月／ 2,800円  ３か月／ 7,980円  ６か月／ 15,120円

(6)八広～堀切菖蒲園間……………………………………………通学定期１か月／ 2,390円  ３か月／ 6,820円  ６か月／ 12,910円

(7)八広～菅野間………………………………普通運賃190円    通勤定期１か月／ 7,860円  ３か月／22,410円  ６か月／ 42,450円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通学定期１か月／ 3,260円  ３か月／ 9,300円  ６か月／ 17,610円

(8)八広～京成西船間………………………………………………通学定期１か月／ 3,950円  ３か月／11,260円  ６か月／ 21,330円

(9)八広～船橋競馬場間……………………………………………通学定期１か月／ 4,530円  ３か月／12,920円  ６か月／ 24,470円

(10)八広～谷津間………………………………普通運賃330円   通勤定期１か月／12,670円  ３か月／36,110円  ６か月／ 68,420円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通学定期１か月／ 4,620円  ３か月／13,170円  ６か月／ 24,950円

(11)八広～ユーカリが丘間……………………普通運賃500円   通勤定期１か月／20,040円  ３か月／57,120円  ６か月／108,220円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通学定期１か月／ 5,120円  ３か月／14,600円  ６か月／ 27,650円

(12)八広～京成成田間……………………………………………通勤定期１か月／21,960円  ３か月／62,590円  ６か月／118,590円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通学定期１か月／ 5,500円  ３か月／15,680円  ６か月／ 29,700円

(13)八広～京成金町間……………………………………………通学定期１か月／ 2,620円  ３か月／ 7,470円  ６か月／ 14,150円

備考２．小児運賃は大人片道普通運賃・定期旅客運賃をそれぞれ折半した額

　　　 （10円未満のは数ができた場合は、切り上げて10円単位とします。）

キロ程
普通
運賃

通勤定期 通学定期







１か月 ３か月 ６か月 １か月 ３か月 ６か月
36 620 23,390 66,670 126,310 6,300 17,960 34,020
37 620 23,490 66,950 126,850 6,320 18,020 34,130
38 620 23,610 67,290 127,500 6,340 18,070 34,240
39 620 23,710 67,580 128,040 6,360 18,130 34,350
40 620 23,810 67,860 128,580 6,380 18,190 34,460
41 680 23,930 68,210 129,230 6,400 18,240 34,560
42 680 24,030 68,490 129,770 6,420 18,300 34,670
43 680 24,140 68,800 130,360 6,440 18,360 34,780
44 680 24,240 69,090 130,900 6,470 18,440 34,940
45 680 24,350 69,400 131,490 6,490 18,500 35,050
46 750 24,460 69,720 132,090 6,510 18,560 35,160
47 750 24,560 70,000 132,630 6,530 18,620 35,270
48 750 24,680 70,340 133,280 6,550 18,670 35,370
49 750 24,780 70,630 133,820 6,570 18,730 35,480
50 750 24,880 70,910 134,360 6,590 18,790 35,590
51 810 24,990 71,230 134,950 6,610 18,840 35,700
52 810 25,100 71,540 135,540 6,630 18,900 35,810
53 810 25,200 71,820 136,080 6,660 18,990 35,970
54 810 25,310 72,140 136,680 6,680 19,040 36,080
55 810 25,420 72,450 137,270 6,700 19,100 36,180
56 860 25,530 72,770 137,870 6,720 19,160 36,290
57 860 25,630 73,050 138,410 6,740 19,210 36,400
58 860 25,730 73,340 138,950 6,760 19,270 36,510
59 860 25,850 73,680 139,590 6,780 19,330 36,620
60 860 25,950 73,960 140,130 6,790 19,360 36,670
61 920 26,050 74,250 140,670 6,830 19,470 36,890
62 920 26,170 74,590 141,320 6,850 19,530 36,990
63 920 26,270 74,870 141,860 6,870 19,580 37,100
64 920 26,380 75,190 142,460 6,890 19,640 37,210
65 920 26,490 75,500 143,050 6,910 19,700 37,320
66 980 26,590 75,790 143,590 6,930 19,760 37,430
67 980 26,700 76,100 144,180 6,950 19,810 37,530
68 980 26,800 76,380 144,720 6,970 19,870 37,640
69 980 26,920 76,730 145,370 6,990 19,930 37,750

別　表　第２号の４
キロ別旅客運賃表（ただし千原線内に適用）
2019年10月1日現在 (231)京成電鉄株式会社

１か月 ３か月 ６か月 １か月 ３か月 ６か月
1 190 7,470 21,290 40,340 5,700 16,250 30,780
2 190 7,470 21,290 40,340 5,700 16,250 30,780
3 190 7,470 21,290 40,340 5,700 16,250 30,780
4 260 9,550 27,220 51,570 7,300 20,810 39,420
5 260 9,550 27,220 51,570 7,300 20,810 39,420
6 280 10,380 29,590 56,060 7,950 22,660 42,930
7 300 11,220 31,980 60,590 8,600 24,510 46,440
8 320 12,050 34,350 65,070 9,230 26,310 49,850
9 330 12,880 36,710 69,560 9,870 28,130 53,300
10 350 13,710 39,080 74,040 10,510 29,960 56,760
11 370 14,550 41,470 78,570 11,150 31,780 60,210

キロ程
普通
運賃

通勤定期 通学定期

キロ程
普通
運賃

通勤定期 通学定期
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